
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 事業実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

107



 

 
 

《小・中学校》 
１ 知・徳・体に共通する課題・対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーム学校により組織的・協働的に目標の実現や課題の解決に取り組める学校を構築する 

１ 事業一覧 

2 「知」の課題・対策 

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

23 拡 中学校組織⼒向上のための実践研究事業 小中 148

24 拡 小規模・複式校における特色ある教育課程推進事業 小中 150

25 授業改善プランの策定・実施 小中 150

再 主幹教諭の配置拡充＜小・中学校＞ 小中 116

26 算数・数学学⼒向上実践事業 教セ 152

27 数学担当教員への指導・支援の強化 小中 152

28 英語教育強化プロジェクト事業 小中 154

29 外国語教育推進プラン実践事業 教セ ほか 156

30 学⼒向上研究主任会 小中 156

31 新 「主体的・対話的で深い学び」を実現するための実践研究事業 小中 158

32 組新 学校図書館を活用した「読み」を鍛える拠点校事業 小中 160

33 理科教育推進プロジェクト 小中 162

34 小中学校教育課程研修 教セ 162

35 大学等との連携の強化（教師教育コンソーシアム高知等） 教政 164

36 教科研究センター強化事業 教セ 164

再 学校の⼒を⾼める中核⼈材育成事業 教政 146

再 授業改善プランの策定・実施 小中 150

再 若年教員育成プログラム 教セ 124

再 中堅教諭等資質向上研修 教セ 126

再 拡 中学校組織⼒向上のための実践研究事業 小中 148

37 拡 学習シート等の教材の活用 小中 166

再 主幹教諭の配置拡充＜小・中学校＞ 小中 116

38 小中学校キャリア教育充実プラン 小中 166

39 読書活動推進事業 生涯 168

40 学ぶ楽しさを実感できるコンテストの開催 小中 170

対策

2-(1)
学⼒向上に向けて教員同⼠が学び

合う仕組みの構築

2-(3) 児童⽣徒の学習の質・量の充実

2-(4)
児童生徒の学習意欲を高めるため

の機会の確保

2-(2)
教員の教科指導⼒を向上させる

仕組みの構築

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

1 学⼒向上のための学校経営⼒向上⽀援事業 小中 116

2 主幹教諭の配置拡充＜小・中学校＞ 小中 116

3 学校コンサルチーム派遣事業 教セ 118

4 管理職等育成プログラム 教セ 118

5 学校事務体制の強化 教福・教セ 120

6 拡 教員の働き方改革＜小・中学校＞　 教福 ほか 122

7 若年教員育成プログラム 教セ 124

8 中堅教諭等資質向上研修 教セ 126

9 採用候補者への啓発 教セ 128

再 管理職等育成プログラム 教セ 118

10 コミュニティ・スクールの設置への支援 小中 128

11 学校支援地域本部等事業 生涯 130

12 放課後子ども総合プラン推進事業 生涯 132

13 スクールカウンセラー等活用事業 人権 134

14 スクールソーシャルワーカー活用事業 人権 136

15 放課後等における学習支援事業 小中 138

16 スクール・サポート・スタッフ活用事業 教福 138

17 運動部活動サポート事業 保体 140

18 新 運動部活動指導員派遣事業 保体 140

19 ユニバーサルデザインによる学校はぐくみプロジェクト 特支 142

20 発達障害等基礎講座 教セ 144

21 特別支援学級及び通級による指導担当教員等の専門性の向上 特支 144

22 学校の⼒を⾼める中核⼈材育成事業 教政 146

対策

1-(1)
学校の組織マネジメント⼒を強化

する仕組みの構築

1-(2) 若年教員の資質・指導⼒の向上

1-(3) 地域との連携・協働の推進

1-(4) 外部・専門人材の活用の拡充　

1-(5)
障害の状態や教育的ニーズに応じ

た指導・支援の充実
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3 「徳」の課題・対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4 「体」の課題・対策 

 

 

 

 

 

 

 

《高等・特別支援学校》 

１ 知・徳・体に共通する課題・対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

48 拡 こうちの⼦ども健康・体⼒向上⽀援事業 保体 186

49 体育授業の質的向上対策＜小・中学校＞ 保体 188

4-(2) 健康教育の充実 50 健康教育充実事業 保体 190

51 運動部活動課題解決事業 保体 192

再 運動部活動サポート事業 保体 140

再 新 運動部活動指導員派遣事業 保体 140

4-(1) 体育授業の改善

4-(3) 運動部活動の充実

対策

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

52 マネジメント⼒強化事業（学校経営計画の充実） 高等 194

53 主幹教諭の配置拡充＜高等・特別支援学校＞ 高等 194

54 拡 教員の働き方改革＜高等・特別支援学校＞ 教福 ほか 196

再 管理職等育成プログラム 教セ 118

再 若年教員育成プログラム 教セ 124

再 中堅教諭等資質向上研修 教セ 126

再 管理職等育成プログラム 教セ 118

再 採用候補者への啓発 教セ 128

55 ソーシャルスキルアップ事業(ソーシャルスキルトレーニングの研究・実践） 高等 196

56 キャリアアップ事業 高等 198

57 組新 学⼒向上推進事業（学習⽀援員事業） 高等 198

再 スクールカウンセラー等活用事業 人権 134

再 スクールソーシャルワーカー活用事業 人権 136

再 運動部活動サポート事業 保体 140

再 運動部活動指導員派遣事業 保体 140

1-(3) 大学や企業との連携・協働の推進

1-(1)
学校の組織マネジメント⼒を強化

する仕組みの構築

1-(2) 若年教員の資質・指導⼒の向上

対策

1-(4) 外部・専門人材の活用の拡充

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

41 組新 道徳教育実践充実プラン 小中 172

42 拡 高知夢いっぱいプロジェクト推進事業 人権 174

43 人権教育推進事業 人権 176

44 生徒指導主事会（担当者会） 人権 178

45 拡 いじめ防止対策等総合推進事業 人権 180

再 拡 高知夢いっぱいプロジェクト推進事業 人権 174

47 拡 校内支援会活性化事業 人権・心セ 182

46 拡 心の教育センター相談支援事業 心セ 184

再 生徒指導主事会（担当者会） 人権 178

再 スクールカウンセラー等活用事業 人権 134

再 スクールソーシャルワーカー活用事業 人権 136

3-(1)
規範意識や⾃尊感情を育む組織

的な取組の推進

3-(2)

対策

生徒指導上の諸問題の未然防止

のための仕組みの構築

3-(3)
⽣徒指導上の諸問題の早期発⾒・

早期解決のための仕組みの構築
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（つづき）基本方向１ 《高等・特別支援学校》 

2 「知」の課題・対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 「徳」の課題・対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4 「体」の課題・対策 

 

 

 

 

 

 

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

72 文化部活動サポート事業 高等 220

73 組新 第44回全国高等学校総合文化祭高知大会開催準備 高等 220

再 人権教育推進事業 人権 176

再 ソーシャルスキルアップ事業（中途退学の防止等） 高等 204

74 ソーシャルスキルアップ事業（仲間づくり合宿） 高等 222

再 ユニバーサルデザインによる学校はぐくみプロジェクト 特支 142

再 いじめ防止対策等総合推進事業 人権 180

再 拡 校内支援会活性化事業 人権・心セ 182

再 生徒指導主事会（担当者会） 人権 178

再 スクールカウンセラー等活用事業 人権 134

再 スクールソーシャルワーカー活用事業 人権 136

75 組新 教師⼒ブラッシュアップ事業（主権者として求められる資質・能⼒を育む教育の推進） 高等 222

再 ソーシャルスキルアップ事業(ソーシャルスキルトレーニングの研究・実践） 高等 196

再 キャリアアップ事業 高等 198

再 マネジメント⼒強化事業（21ハイスクールプラン） 高等 202

再 カリキュラムマネジメント⼒研究事業 高等 206

3-(5)
社会参加に向けた意欲の醸成や社会

性を育む組織的な取組の充実《特支》
76 特別⽀援学校の幼児児童⽣徒の居住地校交流実践充実事業 特支 224

3-(4)
目的意識の醸成や社会性の育成

に向けた組織的な取組の充実

規範意識や⾃尊感情を育む組織

的な取組の推進

3-(2)
生徒指導上の諸問題の未然防止

のための仕組みの構築

3-(1)

対策

3-(3)
⽣徒指導上の諸問題の早期発⾒・

早期解決のための仕組みの構築

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

4-(1) 体育授業の改善 77 体育授業の質的向上対策＜高等・特別支援学校＞ 保体 226

4-(2) 健康教育の充実 再 健康教育充実事業 保体 190

78 運動部活動強化校支援事業 保体 228

再 運動部活動課題解決事業 保体 192

再 運動部活動サポート事業 保体 140

再 新 運動部活動指導員派遣事業 保体 140

4-(3) 運動部活動の充実

対策

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

2-(1)
義務教育段階の学⼒の定着に

向けた組織的な取組の充実
58 組新 学⼒向上推進事業 高等 200

59 マネジメント⼒強化事業（21ハイスクールプラン） 高等 202

60 組新 教師⼒ブラッシュアップ事業 高等 202

61 組新 学⼒向上推進事業（全ての地域で保障する⼤学進学） 高等 204

62 ソーシャルスキルアップ事業（中途退学の防止等） 高等 204

63 カリキュラムマネジメント⼒研究事業 高等 206

64 高等学校における遠隔教育の普及・推進研究事業 高等 208

65 就職支援対策事業 高等 210

66 高等学校における通級による指導の充実 特支 210

再 キャリアアップ事業 高等 198

67 ⾼⼤連携による学習意欲や思考⼒等を⾼める取組の推進 高等 212

68 グローバル教育推進事業 高等 214

再 若年教員育成プログラム 教セ 124

再 中堅教諭等資質向上研修 教セ 126

再 マネジメント⼒強化事業（21ハイスクールプラン） 高等 202

再 外国語教育推進プラン実践事業 教セ ほか 156

69 特別⽀援学校教諭免許状の保有率向上に向けた８か年計画 特支 214

70 組新 特別支援学校等の専門性・教育内容充実事業 特支 216

71 組新 特別支援学校キャリア・プロジェクト 特支 218

対策

2-(4)

2-(2)
多様な学⼒・進路希望に対応した

組織的な指導の充実

2-(3)
思考⼒・判断⼒・表現⼒の育成に

向けた組織的な取組の推進

特別支援学校における多様な教育

的ニーズへの対応の充実《特支》
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１ 知・徳・体に共通する課題・対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2 「知」の課題・対策 

 

 

 

 

 

3 「徳」の課題・対策 

 

 

 

 

 

4 「体」の課題・対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 就学前における課題・対策 

 

 

 

 

 

 

 

厳しい環境にある⼦どもたちの貧困の世代間連鎖を教育によって断ち切る⽀援策を徹底する 

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

再 放課後等における学習支援事業 小中 138

再 組新 学⼒向上推進事業（学習⽀援員事業） 高等 198

再 放課後子ども総合プラン推進事業 生涯 132

86 新 中学校夜間学級設置に向けた検討 小中・高等 236

再 スクールソーシャルワーカー活用事業 人権 136

対策

2-(2)
厳しい環境にある子どもの学びの場

へのいざない

2-(1) 放課後等における学習の場の充実

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

89 保育所・幼稚園等全体で取り組む体制づくり 幼保 240

90 親育ち支援啓発事業（保育者研修） 幼保 242

91 親育ち支援保育者フォローアップ事業 幼保 242

92 親育ち支援啓発事業（保護者研修） 幼保 244

再 基本的生活習慣向上事業 幼保 238

再 保育サービス促進事業（家庭支援推進保育士の配置） 幼保 228

93 特別支援保育・教育推進事業（親育ち・特別支援保育コーディネーターの配置） 幼保 244

94 スクールソーシャルワーカー活用事業＜就学前＞ 幼保 246

95 多機能型保育支援事業 幼保 246

再 保育サービス促進事業（家庭支援推進保育士の配置） 幼保 228

対策

5-(3)
保育所・幼稚園等と家庭や地域等

との連携の充実

5-(1) 保育者の親育ち⽀援⼒の強化

5-(2)
保護者の⼦育て⼒向上のための

支援の充実

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

79 保育サービス促進事業（家庭支援推進保育士の配置） 幼保 228

80 PTA活動振興事業 生涯 230

81 家庭教育支援基盤形成事業 生涯 230

1-(2)
学校や地域の⼒による家庭の教育

⼒の補完

82  ⾼等学校等就学⽀援⾦事業、⾼校⽣等奨学給付⾦事業、⾼知県⾼等学校等奨学⾦事業　 高等 232

83 多⼦世帯保育料軽減事業 幼保 232

再 放課後子ども総合プラン推進事業 生涯 132

1-(4)
高校中途退学者等の就学・就労に

向けた支援の充実・強化
84 若者の学びなおしと⾃⽴⽀援事業 生涯 234

85 新 ネット問題啓発資料の活⽤の推進 人権 236

再 いじめ防止対策等総合推進事業 人権 180

対策

1-(5)
ネット問題に対する県⺠運動の

推進

1-(1) 保護者に対する啓発の強化

1-(3) 保護者の経済的負担の軽減

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

再 学校支援地域本部等事業 生涯 130

再 放課後子ども総合プラン推進事業 生涯 132

再 スクールカウンセラー等活用事業 人権 134

再 スクールソーシャルワーカー活用事業 人権 136

再 拡 心の教育センター相談支援事業 心セ 184

3-(1)
地域全体で⼦どもを⾒守る体制

づくり

3-(2) 専門人材、専門機関との連携強化

対策

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

4-(1) 運動・スポーツの機会の提供 再 組新 こうちの⼦ども健康・体⼒向上⽀援事業 保体 186

87 基本的生活習慣向上事業 幼保 238

再 スクールカウンセラー等活用事業 人権 134

再 スクールソーシャルワーカー活用事業 人権 136

再 健康教育充実事業 保体 190

88 食育推進支援事業 保体 238

再 スクールカウンセラー等活用事業 人権 134

再 スクールソーシャルワーカー活用事業 人権 136

再 拡 心の教育センター相談支援事業 心セ 184

対策

4-(2) 保護者に対する啓発の強化

4-(3) 欠食がみられる子どもへの支援
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就学前の⼦どもたちの教育・保育環境の整備を進め「⽣きる⼒」の基礎をつくる 

県と市町村教育委員会との連携・協働の充実・強化 

安全・安心で質の高い教育環境を実現する 

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

(1)
保育所保育指針・幼稚園教育要

領等に沿った指導⽅法の確⽴
96 幼児教育の推進体制構築事業（ガイドラインの活用） 幼保 248

97 幼児教育の推進体制構築事業（園評価の実施・充実） 幼保 248

98 園内研修支援事業 幼保 250

99 基本研修（新採、主任・教頭等、所⻑・園⻑） 幼保・教セ 252

100 幼保研修等推進事業（研修実施に係る代替保育者の確保） 幼保 254

(4) 保幼⼩の円滑な接続の推進　　　 101 幼児教育の推進体制構築事業（保幼小接続体制の構築） 幼保 254

102 専門研修（出張保育セミナー） 教セ 256

103 保幼小連携「スマイルサポート」事業 幼保 256

再 特別支援保育・教育推進事業（親育ち・特別支援保育コーディネーターの配置） 幼保 244

再 基本研修（新採、主任・教頭等、所⻑・園⻑） 幼保・教セ 252

保育者のキャリアステージにあった資

質・指導⼒の強化

(5)
発達障害等のある乳幼児への専門

的な指導・支援の充実

(3)

(2)
保育所・幼稚園等での組織⼒・実践

⼒の向上に向けた組織マネジメント⼒

の強化

対策

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

104 市町村教育委員会連合会等との連携・協働 教政・小中 258

105 新 高知市との連携 小中 258

106 教育版「地域アクションプラン」推進事業 教政 260

(2)
教育的風土の醸成に向けた取組の

推進
107 組新 志・とさ学びの⽇明治150年記念⼈材育成事業 教政 262

対策

(1)
県と市町村教育委員会との連携・

協働の推進

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

108 学校施設の安全対策の促進 学安 264

109 保育所・幼稚園等耐震化推進事業 幼保 264

110 保育所・幼稚園等高台移転施設整備事業 幼保 264

111 防災教育推進事業 学安 266

112 新 県⽴学校施設⻑寿命化改修事業 学安 268

113 新 市町村⽴学校施設の⻑寿命化改修の促進 学安 268

114 県⽴⾼等学校再編振興計画の推進（前期実施計画の推進及び後期実施計画の策定） 高等 270

115 病弱特別支援学校の再編振興の推進 特支 272

116 校種間⼈事交流の推進 小中・高等 274

再 幼児教育の推進体制構築事業（保幼小接続体制の構築） 幼保 254

再 保幼小連携「スマイルサポート」事業 幼保 256

再 拡 校内支援会活性化事業 人権・心セ 182

再 高知夢いっぱいプロジェクト推進事業 人権 174

再 生徒指導主事会（担当者会） 人権 178

再 ユニバーサルデザインによる学校はぐくみプロジェクト 特支 142

117 教員のICT活⽤指導⼒の向上 教政・教セ 274

118 市町村⽴学校における校務⽀援システムの整備の推進 教政 276

119 県⽴学校におけるICT環境整備の推進 教政 276

120 県⽴学校校務⽀援システム整備事業 教政・高等 276

再 新 ネット問題啓発資料の活⽤の推進 人権 236

対策

校種間の連携・協働の推進

(2)
学校施設の⻑寿命化改修による

整備の推進

(1)
南海トラフ地震等の災害に備えた

取組の推進

(3)
教育の質の維持・向上を図る視点

に⽴った学校の再編の推進

(5) 教育の情報化の推進

(4)
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生涯にわたって学び続ける環境をつくる 

文化財の保存と活用を図る 

※「No,」「新規等」列の漢字表記について→再：再掲、新：H30年度新規、組新：H30年度組換新規、拡：H30年度拡充 

※H28年度末までに廃⽌した事業は⼀覧に記載なし 

210

77

133

総事業数

うち再掲

再掲除く

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

121 社会教育推進人材育成事業 生涯 278

122 社会教育活動活性化支援事業 生涯 278

123 生涯学習活性化推進事業 生涯 280

124 新図書館等整備事業 新図 280

125 拡 図書館活動事業 新図 282

再 読書活動推進事業 生涯 168

126 ⻑期宿泊体験活動推進事業 生涯 284

127 環境学習推進事業 生涯 284

128 ⻘少年教育施設振興事業 生涯 286

129 新 高知みらい科学館運営事業 生涯 286

再 学校支援地域本部等事業 生涯 130

再 放課後子ども総合プラン推進事業 生涯 132

(1) 生涯学習の推進体制の再構築

(2)
新図書館等複合施設を核とした県

⺠の読書環境・情報環境の充実

(3) 子どもも大人も学び合う地域づくり

対策

No, 新規等 事業名称 担当課 参照P

(1) ⾼知城の保存管理と整備の推進 130 ⾼知城保存管理事業 文化 288

(2) 文化財の保存と活用の推進 131 ⽂化財管理調査事業 文化 290

132 埋蔵文化財発掘調査事業 文化 292

133 埋蔵⽂化財センター管理運営事業 文化 292

対策

(3)
埋蔵文化財の発掘調査・保護の

推進
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/NOP 等を活⽤した勤務実態の把握と時間管理の

QRC

/,S%T$%UVWXVY�Z[\*012]

⾃のガイドラインに沿った部活動休養⽇や適切

"^_���`a������ � �	�
� �
��

・定時退校⽇や⻑期休業中の学校閉庁⽇等の設定C

/bcdG/efdg/bhij�$kHI)�

��JK�����lm��� ��� � �	����
�C

/��
34nKo�
�JKHpq)rst"

uvw�Hxy9lmC

/.z{|や回数の⾒直し、⾏事の整理・統合等

34]}�JK=L�'~C

C

◆教員全体の働き⽅に関する意識改⾰C

・⼈事評価制度における管理職の成果目標に「業

K=L���?�`a8�4�'~C

/NOP ��$k8*�K�����tH��/�

�()�b�������zC

・全市町村⽴学校⻑を対象としたマネジメント研

修の実施（組織管理・時間管理・健康安全管理）C

・定時退校⽇や⻑期休業中の学校閉庁⽇等の設定C
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◆運動部活動⽀援員に加え、引率・単独指導が可
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⾃のガイドラインに沿った部活動休養⽇や適切
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C

◆市町村⽴学校における校務⽀援システムの整備
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C
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◇働き⽅に関する意識
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・⼈事評価制度へ業務
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・管理職の働き⽅改⾰
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ト研修（全市町村⽴
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年１回開催C
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○モデル校では、勤務実態の把握と時間管理を⾏う

ことで、働き⽅に関する意識改⾰が徐々にではあ
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創出された時間を学⼒向上につなげようとする

%��â9�9y)BC

C

○⽂部科学省の学校業務改善アドバイザーを講師


89ã��全公⽴学校⻑を対象にキックオフ会

議やマネジメント研修を⾏うことで、働き⽅の⾒

直しや業務改善の必要性について理解が深まっ

*BC

C
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・管理職マネジメント研修（全市町村⽴学校⻑対象 Ç
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C C �4�'~´µô012C

C C ÐT�34�'~´µ0C

C

õ������5ö¾�()¯����
����

�����5÷8yøùHú)BC

C

õ���}ûlü�ýþ���áA������3

_�&'�ýþ���áAHx"�)*+H��

働き⽅に関する意識改⾰を進める必要がある。C

C

●モデル校の勤務実態や課題は⾒えてきたが、教員

⼀⼈⼀⼈の働き⽅に対する意識の変化や在勤時
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C

➔学校組織マネジメント⼒の向上のため、全市町村

⽴学校⻑を対象としたマネジメント研修�'~

()BC

C

➔モデル校を積極的に訪問し意⾒交換等を⾏うこ

とで、取組を更に推進するなど、フォローアップ

を⾏う。C
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●⻑時間勤務が常態化する中、全ての学校で、勤務
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⼊や⻑期休業中の学校閉庁⽇の設定等が進むよ

��012�#-�.6�.
�z���()BC

C
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・管理職マネジメント

研修（全市町村⽴学
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◆全公⽴学校において、学校の
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若年教員育成プログラム�
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若年教員の実践的指導⼒及びセルフマネジメント

⼒を育成するために、臨時的任⽤教員等から４年

経験者までの研修を体系化し、若年教員育成プロ

�������	
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る若⼿教員の指導⼒の向上のために、指導の⼿引

書をまとめた若年教員必携を配付し、その活⽤を
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◆臨時的任⽤教員研修�
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・該当年度に期限付講師になった者を対象に研修

�
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・臨時的任⽤教員のうち、過去３年間にステージ

Ⅰを修了した者を対象に研修を実施する。�

�
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�� �

・授業づくりや児童⽣徒理解の基礎基本を学ぶと

ともに、使命感を養い、幅広い知⾒を習得する
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◆２年経験者研修� �
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践⼒や学級経営⼒の向上を目指した研修を実施
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◆３年経験者研修� �
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で深い学びを構築することのできる授業実践⼒

及び学級経営における実践的指導⼒の定着を目
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⼒及びセルフマネジメント⼒の向上を目指した
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実践的指導⼒・マネジメント⼒の向上�

�Tob���

7�D����s23���1��23�

課題論⽂発表�

�Tob���

7���t�]|y23_`����

�Tob��� �

23AB/�D� 1� ��5���C��

�

�若年教員育成アド�

� �Ñ�2V���

� ���� 

�67(
��

124



���������

���	��������

�� !� �

"#$%&'()*"+,�

���� ���� �

�

¼%��°	[\0±«²2³,V�´<�
�	

実施により、若年教員が⾝に付けるべき⼒を意識

しながら研修に取り組むとともに、管理職等も

「⾼知県の教員スタンダード」を意識した若年教
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?�)*81�@�,-

-

-

-

-

-

-

-

-

.ABCD����EF��G�HI�H29~��

���	���'J8KLBMNOP����Q

8���"#�RSTU�V8WL�����

������"#8&'�XYZ[\L]���

������	^(
_`ab`�Z[�?c

たちを⾒守り育てる「⾼知県版地���EF�

�d�"#G�eHTU�,-

-

.�!fghijk�K���-

・地域⼈材の発掘・確保及びマッチングを⾏う学

!fghijk7l�'m��c��7l�n

知広報を積極的に⾏う。-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

o����/01�2

3456789:�

ZN��-

�pq"#�K��r

規開拓や新たに取り

*+��G�st8

'm-

-

ouvwu(��/0-

・市町村教育⻑個別訪-

- q-

・⼩中学校⻑会、⼩中

�� PTA 連合会、⽼

gkxy/z{��

E|-

-

o}~�������

デル事例集」の作成-

����������

���pq(�"�-

-

◇⺠⽣委員・児童委員

�=>��-

・⺠⽣委員児童委員協

|{/z{G�7l

��-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

o�!fghijk�

~�����-

����`���`�

`����3 ��4

��-

�������(� 

`¡�¢£N¤¥¦

j§-

- 年間 333�-

�y¨¥k©ª«{�

I¬�­®�-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

・年度計画の進捗管理-

�PTA �¯E(uvw

u��/0�°�X

Y-

�pq"#�K����

(G�st8'm-

-

o}��±�²>d�

����/0�EF

8³�´µ��¶8

管理-

・全公⽴⼩・中学校-

-

◇⺠⽣委員・児童委員

��/0��-

����pq(�K�

=>·¸�¹º�=

»¼½-

-

-

-

o��¾ 7��¿\[

'm-

�&'ZN����"

#�'m�4 ÀÁ�

累計 100ÂÃÄ�-

��������ÅÆ

Ç
E|�f�¹È-

・⺠⽣・児童委員の参

画による⾒守り体制

�XY-

-

oABCD����E

働本部モデル事例集

���-

�3 ��������

���G�pq(�

K�nBÉÊ�"�-

-

-

-

-

-

-

-

���"#�Ë�
�

gh�eÌ�ÍÎ-

- �!fghijkÍ

ÎÏÐ 399�-

�1��ÑÒ�-

�������(� -

`¡�¢£N¤¥¦-

j§-

年間 320�-

�1��ÑÒ�-

�

＜主な活動事例＞�

����	
��
�	�

������������������

・学校⾏事⽀援、地域⾏事への参加�

���� !�

�"#$%&�
'()*+,�

・登下校の安全指導、⾒守り� � '(�

����������

���������

����������� !"#�$%�

&'�()�

�������	
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H30� H31� �

-

ÓÔ市町村で学校⽀援地域本部事業の取組が⾏わ

Õ[\�,-

-

���Ö114×���739���2ØÙÚÛ��-

�����"#�H29²>�Ö16,314®-

-

ÜÝ'm�G�Þß¨`¦8XYZ���;<�)

組を更に進めて\Là¼	á�,-

-

Ü�������KM[����/0ZN����

"#�$%�â	á�,-

-

ã×9�� PTA /z{�¯{äåE|{�/zæ

g{(��/08XYZ�"#�0ç���gh

�¹È(8è�,-

-

➔引き続き⺠⽣委員・児童委員の活動への参画状況

を把握し、参加率 100%を目指して働きかけを⾏

O,-

-

・⺠⽣・児童委員の参画率（H29�Ö95.3é-

-

Ó��¾ 7 ��¿\[������	_`ab`

として⼦どもたちを⾒守り育てる「⾼知県版地域

��EF��dG�)*	êëM[\�,-

-

���¾�ìÕíÕ�ABCD�îï�ðMNñ

òá�ó*��ôõZN)*8'm-

��"#ÂÐ�"#À©��-

-   ⺠⽣・児童委員の参画-

ÅÆÇ
E|�f�¹È-

- - ¦`ö�÷{�ø©ù`úûü{|�I¬-

- - ýþ��/��°��Å 
?-

-

���¾��)*�����8��ZN��¾7

例集の作成（3��-

-

Ü}ABCD����EF��d�ó*�8C$�

�GHITU[\Là¼	á�,-

-

ãÔ[�×�9�ØÙÚÛ���ABCD����

EF�����8	4Z�ë
��������

�1��8�ÅZ)*8���,-

-

Ü���`���`�`gh�¹È�Û����

	á�,-

-

ã4567��!fghijk	/0Z�����

学校と情報共有を⾏い、ニーズを踏まえた地域⼈

h�¹È8��Z[\L,-

-

ã���`���`�`gh�¹È�Û��W
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-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

o����/01�2

3456789:�

ZN��-

�pq"#�K��r

規開拓や新たに取り

*+��G�st8

'm-

・年度計画の進捗管理-

�PTA �¯E(uvw

u��/0�°�X

Y-

-

◇⺠⽣委員・児童委員

��/0��-

����pq(�K�

=>·¸�¹º�=

»¼½-

-

-

-

-

oABCD����E

F������1�

�������µN

)*1�-

�pq"#�K���

��1���·¸¹

º�st���-

������H31 年度

���ABCD��

��EF����²

>�����-

��������²>

8c���H31 年度

���CÔ����

²>8ûü���-

-

◇⺠⽣委員・児童委員

との連携による⾒守

��ó*�´L�-

����1���)*

8�£N'��Å�-

-

�

-

o�!fghijk�

~�����-

���"#�Ë�
�

gh�eÌ�ÍÎ-

�������(� -

`¡�¢£N¤¥

¦j§-

-

o���`���`�

`ª«�I¬-

�3y¨¥k�1®-

・基礎理論・事例共有-

J���-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

�C$��G�HI-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

�C$��G�HI-

-

-

-

-

-

-

-

�

-

.������'J�¢£[�

����	���Të�ë


"#�=>Z���Ô��

⼦どもたちを⾒守り育てる

ó*�	��TÕ[\�,-

-

.����������¿\

[�&'ZN� 
"#	"

e�'mTÕ[\�,-

- - - -

���������	��TÕ

N��Ð-

×��Ö150�ÃÄ-

9��Ö080�ÃÄ-

-

����������¿µ��

÷���Í!�"Ô45�#

$%&(�����"#®

Ð- -

15,000®ÃÄ-

-

- - -

・⺠⽣・児童委員が活動に参画

Z[\���������

�'z-

- - 100%-

-

-

-
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���
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H28< H29�
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�����
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<
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���
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������������
� !���"#$

%&������	'(�)*�+,-�..	

 !/0�12�34�5
����62�78

�9:-�;<

<

=���"#$%&���	'(�)*+,>�

78?@���<

�'A�BC9:�� D����������

るとともに、事例集を作成し、効果的な活動を

EFGH-�;<

�I�JKL�MNO PQRST�UVW�X

まえた開設時間の延⻑や、就学援助世帯等の利

⽤料の減免につながる⽀援などを促進する。<

<

=���"#9:Y��Z[���<

����"#9:Y\]^_Z[��!78 `

わる⽅々が必要な専門知識を習得するための研

[���-�;<

<

=���aAbc$ D�9:<

�d%cefg�/0hVifjVkV��/0

⼈材の発掘・確保及びマッチングを⾏う学び場

aAbc$lm��n..	 !lm�EFG

報を積極的に⾏う。<

<

<

<

<

o)*+,.78?@

���<

�pqrs�tuvw<

�'ABCvw� D

��������<

・利⽤料減免や開設時

間延⻑への財政⽀援<

�xyz{|}��n<

�"#$%&n)~�

s�w��5p 12�

��<

・モデル事例集の作

����<

<

<

o���"#9:Y\

]^_Z[<

�4���2�!��L<

123 名、修了者118

���\]^_x5

L�� 220��<

o���9:YZ<

����"#hV��<

・２⽇間、修了者105

�<

o�����	'(Z<

[�����Z[<

�13�<

<

<

o���aAbc$�

tu����<

�/078��.��

aA������<

< ���aAbc$�

�� 365�<

�pqr�����U

VW ��
 ¡¢

c£<

< 年間333�<

<

<

�

�

�

<

<

<

<

<

<

<

<

�"#$%&n)~�<

< s�w��4 p¤�

��<

・モデル事例集を活⽤

Q
w¥�<

<

<

<

<

�4��¦1�!��L<

< 104名、修了者91�

��\]^_x5L

�� 311��<

<

<

�2 ⽇間、修了者 66�<

<

<

�13�<

<

<

<

<

�/078��.��

aA������<

< ���aAbc$�

�� 399�<

�1§¨©ª�<

�pqr�����U

VW ��
 ¡¢

c£<

< 年間320�<
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<

<
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<

<

<

<

<
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H30� H31� �

<

«
¬��­� 94.3® ���"#$%&¯°�

����	'(±)*²³!�´´µ�]¶ ·

けた学習⽀援が⾏われている。<

<

�H29年度実施状況<

"#$%&< 168��<

��	'(< 147��<

学習⽀援実施率< 98.4%<

<

¸"#�]Y±¹º 40a»¼��!½±¾-n)

¿À��Á
Q�R�R"#$%&°!Â� 31

年度までに対応する必要がある。<

<

Ã½�¿À�Á
Q
ÄÅ�]Y.��DÆ!��

�"#$%&�ÇÈ�É)-��Ê��pqrs

�ËÌ9:�ÍÎ-�;<

<

¸Ï"#$%&���	'(�78?@ °Ð±

あり、充実した活動事例の共有に加え、特別な⽀

援が必要な児童の受け⼊れに伴う専門知識の向

Ñ��±Ò�Ó³�;<

<

➔発達障害児の理解促進など、放課後児童⽀援員等

�ÔÕ.Q
Z[?@������;<

<

Ã78?@��� ·Ö�!���aAbc$ D

�/0aA���� ¡¢c£�xy�×Ø-

�;<

<

<

<

<

o)*+,.78?@
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�ÍÎ<

�xyz{|}�n<

����v�� �́��

管理下）の取組と連
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<

<

<

<

<

<
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]^_Z[<
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<
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<
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<

<
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�/078��.��
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VW ��
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�±�

ぶ⼒を⾝につける風⼟がで

ã�R�;<

<

������	'(>����

児童クラブの設置率<

¬��ä95%»Ñ<
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�������� ÞÖ��´

⽀援の実施率<
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����

�

� ������	

�

�

'

���������	�
���
������

公⽴の⼩学校、中学校、義務教育学校、⾼等学校、

特別⽀援学校に、児童⽣徒の臨床⼼理に関して⾼

度に専門的な知識・経験を有するスクールカウン

�������������� �!"#$%&'

'

(SC����)!�

*����+� �!"*,-��� SC ���

を更に拡充する。'

'

(SC の⽀援⼒の向上�

*児童⽣徒や保護者の抱える問題の⼼理的な要因

�./�01*23��45678��9:.

な⽀援を⾏っていくために、研修やスーパーバ

イズを通じて⽀援⼒の向上を図る。'

'

(SC�;<6��5=>?�@ABC�

・教職員の⽣徒指導⼒を向上させるため、SC�;

<6��>?�D�EFGH�"IJ%&'

'

( SC�5=K+LM�NO'

*5=K+L�PQ9:.�"IJ%����R

S�TU� SC �NO#$�VW.XYZ[\

]K+����^�_�`a��bc.GT�

,-J%&'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

( SC�P%de_f�ghK+�"I'

・不登校等の状況にある児童⽣徒⼀⼈⼀⼈の状況

に応じた⽀援を充実するため、不登校の発⽣率

ijkl@�mn���K+�op�� SC�

����de_f�gh�K+� �qrJ

%&'

'

'

'

'  �

�

sSC の配置率'

*t45 85.6%�u4

5*vw��45�

jx45�l]K+

45y 100%'

*de_f�gh SC

���K+�op�

M���zm'

'

'

s{|}a>?L'

~���'

*SCx��� 13�'

'

�年 度当 初 の研 修会

����' '

*NO 72�'

'

'

sSCx>?;�'

~���'

*D 6�'

NO�� 273�'
'

'

'

s����� �!"

����7���L'

~���'

*GH�SC�SSW��

�45������

p��m�����'

' NO 465�'

'

'

'

s45�����TU

� SC �P%5=�

EF>?���"I'

'

'

'

'

'

s5=K+L�NO�

���[ ¡�¢£

�����[¤¥�

の⾒⽴てを⾏い、⼿

⽴てについて助⾔'

'

'

'

sde_f�ghK+

�op�7�L'

*D 3�' NO 2m'

'

�

�

s SC の配置率'

*D5¦ 100§'

全公⽴学校へ配置'

'

'

*de_f�gh SC

���K+�op�

M���¨m'

'

'

'

*SCx��� 10�'

*©X>?=ª'

' «¬ �­w�®k�'

'

*NO 88�'

*©X>?=ª'

' ��K+�!"��

��'

'

*D 6�'

NO�� 383�'

*©X>?=ª'

' 児童⽣徒理解、効果

.XK+x�®k�'

'

*NO 492�'

*©X>?=ª'

' bc.XK+� '

' kU�M�GT'

' '

'

'

'

'

'

・年度当初の研修会で

"I�®k�¯°'

±"I�²�1535'

232�'

'

'

'

'

*f�³´µ_��¶'

'

'

'

'

'

'

'

*D 3�' NO 6m'

�

ýSC�©X­w=ªþ'

�������	
���
���������

����

��������� !"������	
��

�����#$� !"��
�����

�%&'()�*"������	
�����

�����

�+,-./)�01�

�2342�5678)�9�:;�<=�>

?�@A�

�+,BC/�DE"FG� H"���

�IJK�L�	��FMNOPQ/R�BCM

�ST�

�UVBCWXYBCZ[3\>?� H"���

�SC������	
��
�

���������������������

����

���� !"#$��������

・専門的な⾒⽴てによる対応助⾔�

���������%&���'()�*+�

�������������������,-

�./"01$23�

�SC������ 

�SC の⽀援⼒の�	 

�SC
��
����������� 

�SC���������� 

�SC�� !"#$%&'���() 
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H30� H31� �

�

○全ての公⽴学校に SC�����VW.XK+�

·�%¸6i¹º%� �q£%¸6i¹º�&

de_f�gh SC���»¼½¹º�k%&'

'

・全公⽴学校へ配置（配置率' D5¦' 100§�'

*���op�M���' 6m'

'

¾SC 等の配置は年々拡充されているが、国の予算

¿�6jkVWÀ�ÁJ%ÂÃ/¤iÄÅ¹Æ

%&'

'

ÇÈ�G���ÉÊ-�P%Ë@Ìa[VWÀ�

	���[>?�!"�Í%ÎÏ/¤����Å

望を継続して⾏う。'

'

➔臨床⼼理⼠養成課程のある⼤学と連携し、学⽣へ

事業の説明を⾏う。'

'

○不安や悩み・ストレスを抱える児童⽣徒や保護者

�G��Ðeo�foÑ[ÒÓXÔ�SC ���

GT�P%K+i!"��º�k%&'
'

*SCM���Õ²~H30.1Ö×�'

' 75,408 件（前年度⽐ 121.2%�'

  ±ØÙde_f�gh SCM���Õ²�1,833

Õ'

'

●児童⽣徒の問題⾏動・不登校等⽣徒指導上の諸課

題に関する調査の結果では、暴⼒⾏為や不登校児

童⽣徒の状況に⼗分な改善が⾒られず、非常に厳

�kRÚiÛÜ��k%&'

'

ÇSC x�GH6��>?Lx�ÛÜ��"IJ%

とともに、若年 SCxM�Ý�Þ�ßà��áâ
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画を効果的に推進するため、児童⽣徒の学⼒向

上、いじめ・不登校等⽣徒指導上の諸問題の改

?7@A4BCDEFGH�IJKL'�MN

4O7=P��5Q3�RS4��� !�%

�7TU�VG4��WX��Y�Z[�\�

D]�^








�_
P`abc


・社会環境や教育⽂化の異なる他都道府県公⽴学

校で勤務することにより、幅広い視野と実践⼒

を⾝につける。特に中学校数学・国語の学⼒向
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識・技能を⾝に付け、指導⼒の向上を図る。
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・学校の適切な管理運営（組織マネジメント）、特

⾊ある教育活動の推進のための⾼度・専門的な

知識等を習得させ、各地域の中核を担う教職員
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的な教育活動の展開について実践研究を⾏わせ
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○鳴門教育⼤学⼤学院臨床⼼理⼠養成コースへの

派遣により、不登校問題における教師と⼦どもの
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究を⾏わせることができている。
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⼒体制や指導⽅法の改善を促し、学校の組織⼒の

強化（チーム化）と教員の授業⼒の向上を図る。

そのことによって、全国学⼒・学習状況調査結果

から⾒られる中学校の学⼒課題の改善（基礎基本

の定着と思考⼒等の育成）を図る。%

%

&中学校組織⼒向上のための実践研究%
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や⽇常的な教科会等で教科主任や経験と⼒量を
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授業⼒の向上に向けて教員同⼠が学び合い⾼め
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会も実施されており、ベテラン教員が若⼿教員か
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校において、国語・社会・数学・理科・英語の

授業改善プランを作成し、思考⼒・判断⼒・表

現⼒を育む授業づくりを進めるとともに、プラ
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中学校を訪問し、指導・助⾔を⾏う。/
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○各推進校に配置している研究推進員が近隣の⼩

規模校を訪問して授業改善について指導を⾏う

ことを通して、校内体制や複式授業の型が確⽴さ

れてきた学校もあり、教員の授業⼒の向上につな
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◆授業⼒の向上に向けて、教科

主任や経験と⼒量を備えた
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●思考⼒・判断⼒・表現⼒を育むための授業を構成
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算数・数学学⼒向上実践事
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算数・数学における思考⼒等の育成を図るために、

教員の授業⼒・教科専門⼒向上を目指した研修を
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科研究センターを活⽤しての普及、若年教員育
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○教科指導⼒や授業改善に向けた意識の⾼まりと

ともに、⽣徒の⾒取りや授業構成⼒が確実に⾼ま
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領の趣旨を踏まえた授業づくりのイメージを持
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学習指導要領の改訂に伴い児童⽣徒の英語⼒や教

員の英語の指導⼒の向上を図る取組を強化する。�
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・学校図書館を計画的に利⽤し、主体的・対話的

� !�"#$%&'(�)�*+&��,"

-.�/0123�45/6#��	7�8$

させ、⾔語能⼒及び情報活⽤能⼒の育成を図る�

�

�9:;<)�=>?#�@#ABCDE:$F

事業（〜��G��

・主体的に学ぶ意欲や、思考⼒・判断⼒・�表現⼒、

情報活⽤能⼒、問題解決能⼒等を包括する学⼒

�BH�@IJAK,"LM;<�N#OP&
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�33T&IU#VW#X,���Y�

�
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・図書館資料や新聞を活⽤して⾔語活動の充実を

�c�)�$F#E:� � � <y�

�

������	7#8$�

`�����	7#8$&�?I45/6#��

⼒や表現⼒の育成を図る。�

�

��[� 	7#RS�

`)�&-.�	
1�AB	7�RS�I45

⽣徒の思考⼒や表現⼒の育成を図る。�

�
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て教員の理科の指導⼒を⾼め、授業の充実を図
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ョン、実践交流等）�
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`��¨©ª��

�講話、実践交流等）�

�
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◇学校図書館資料の活


&��)�*+�


̀Àc3Á�� sÂ#

Ã&� Ä">Å�*

Æ½¹s�¾j��

�Ç¯�� �

�

�

�-.	
&��)�

*+�

�

`��-.=>?È�

É¹¢#$��

`�� ³²��G ��

�

�

�

���{�l&���

���`ÊË�

・全公⽴中学校�

（年間 �¯ÌÍ��
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（新学習指導要領の趣

Õ,"Ö×�¼&Ø

!z#ÙÚ̀ ÛNl��

�

Z[\]_�ª¯�

� ��¨°±�²³®G��

Z���_®�¯�

��¨°± �²G�� ��

※新学習指導要領の趣
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・全公⽴中学校�
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?Wî�!���#$F���23&�?IE:

推進教諭の意識が⾼まっている。�

�

èçz#�Î��Iï�¯#)�E:�iE:k­

会が⾏われ、他校からの参加者も徐々に増えてい

�YÝ�I��Ùð�ñò!�zIó-#ôõi

ö#ì!)�÷øùú���23&�?IE:û

容が再整理され、管理職や教員の意欲が⾼まって

Àz!�Y�

�

●指定校における研究は進んできているが、まだ理

論と実践が伴っておらず、探究的な授業となって

いないものも⾒受けられる。�

�

ü��{�&������#ý&Iþ�íS�#V

組事例 ��� l���1�<y�zI9:;<)

�#�?ù&Ø!z#���8$���Y�

�

ü�x�G年度は新学習指導要領の趣旨の周知の年

度となっており、指定校の公開授業研究を近隣の

��#A·ë�	�À��
&1�Y�

�

��x�G年度全国学⼒・学習状況調査の結果、本

県の児童⽣徒の学⼒の状況は、国語については

⼩・中学校とも前年を下回り、特に、これまで強

みを⾒せていた⼩学校の � �
&Ø!z��À

く落とす結果となった。この要因として、⽂章の

読解⼒に課題があることが挙げられる。�

 

➔読解⼒を⾼めるために平成 �G年度末に配付した

教材を活⽤させるとともに、読解⼒を鍛えていく

)�#*+�S@�Y�

�

���#���

`��#)�#û�ë�>÷0�45/6#�M
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m���©̈ ��������������G̈ ®��®�����³��

n���©̈ ��������������G̈ �³�������³��

�

・総合的な学習の時間において、探究の過程を意識

���������#�M��������

m���©̈ �������©������G̈ ���©���®�G��
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n���©̈ �®�G����������G̈ ®������©�ª��

�

・学級やグループの中で⾃分たちで課題を⽴てて、

情報を集め、話し合いながら整理して、発表する

<y#�N	7&V?Wî�!�3�
45/

6#�M����� ���

m���©̈ �ª�����ª������G̈ �ª�G�����®��

n���©̈ ���G���G�ª����G̈ �������ª�³��

�

・図書館資料を活⽤した授業を計画的に⾏った学校

#�M�����!��æ&�¯ÌÍ�

m���©�®G����"ª������G��G�®��������

n���©��®������������G�����#�"���³��
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を図るための交流等�
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⼒向上研修�
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た読解⼒向上のため
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◆児童⽣徒の思考⼒・判断⼒・

表現⼒等を育成し、学⼒を向

Í��z!>�@#�23

なる国語の学⼒が向上して
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館資料や新聞等を活⽤して
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識した指導をした学校の割

合（「よく⾏った」と回答し
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⾏っている」と回答した割

M��

m��¨ç��>ÌÍ�

n��¨ç��>ÌÍ�

�

 �Di¾¢¹�#n�E÷

たちで課題を⽴てて、その解
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合いながら整理して、発表す
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⑤図書館資料を活⽤した授業

を計画的に⾏った学校の割
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33�

�

理科教育推進プロジェクト�

�

�

� 
����	�

�

�

'

児童⽣徒の理科に対する興味・関⼼を⾼め、科学

的な思考⼒や表現⼒等を育成するために、理科の

�������	
��
����������


問題解決的な理科の学習に関する指導事例集の作

成及び理科の思考⼒問題集の改訂並びに理科授業

��������� !��"#$�%	&��

の理科の指導⼒を⾼め、授業の充実を図る。'

'

(理科中核教員（CST)��*
�+,'

・理科の中核教員を養成するとともに、その活動

を⽀援することにより、理科の指導⼒を⾼める。'

'

◆科学的な思考⼒・表現⼒等を育成する授業改善

�-.'

・理科の授業改善セミナーの実施指導事例集及び

思考⼒問題集等の活⽤促進を通して、理科の授

/����0��123�4��567'

'

'

(89�:;<=>?@ABCDE'

*F89�:;<=>?@ABCDEG��"�%

	&
�9HI89�J	�KLM���NO

P�4Q�R��'

'

(理科授業改善プランによる学校訪問'

・理科授業改善プランに基づく訪問の実施を通し

て教員の理科の指導⼒を⾼め、授業の充実を図

��'

'

'

'  �

�

SCST��*
�+,'

*H28��T12U'

*H27 年度以前に養成

	 � CST V W 2

CST)�4�6XE

��"  '

'

'

'

'

◇理科授業改善セミナ

Y�Z['

*71U\]VW2 CST

^_` CST abc

d)'

'

S⼩学校理科指導事例

e�'

*e�WGZ[T4f'

'

'

'

◇理科思考⼒問題集'

V�93)�g]�h'

*e�WGZ[T4f'

'

'

'

'

'

'

SijV4 Ek)lm

nj��"'

*\]oYpqT50'

'

'

S1rstu�4� 

!1r*vw'

・全公⽴中学校'

（年間 2fxy)'

�

�

'

*H29 ��T11U'

*H27 年度以前に養成

	 � CST V W 2

CST)�4�6XE

��"  '

'

'

'

'

'

'

*90U\]VW2 CST

^_` CST abc

d)'

'

S⼩学校理科指導事例

�
z{.'

*�|a#�}93~

� !1r'

'

S理科思考⼒問題集'

V�93)�
z{.'

*�/������4

�93 !1r'

'

◇中学校理科授業改善

67��E�Z['

'

'

'

'

*\]oYpT54'

'

'

'

'

'

'

�

�

34�

�

������	
���

�

� � � � 
�������

�

�

�

'

中学校の中堅教諭の授業⼒の向上のために、集合

6XlmÊ3O��567��"R��'

'

(�8ËÌ½6X��"'

*�93Íz 15*20*25 年次を対象に⽣徒に確

かな学⼒を定着させるために、学習指導要領を

具現化する教科専門⼒や授業⼒等、実践的指導

⼒の向上を目的とする集½6X��"R�VÎ

Ï)�'

'

(Ð�ÑÒ�ÓÔÕ�
z	�3Ö6X��"'

V}*�93×Ø)'

・学習指導要領の趣旨を踏まえた授業を充実する

�¨�
Ð�ÑÒ�ÓÔÕ�
z	�3Ö6X

��"R��'

*w�
����
FsÙÚ*×·ÚOÛ�9mG

に関する理論について講義及び特別の教科道徳

�ÜÝ�Ð�ÑÒ�ÓÔÕR��'

' '

'

'

◇学習指導要領総則及

mÞ�8u�ßR�

6X��"'

*1à' \] 57U'

'

'

'

SÞ� táâs[�

学⼒向上研究主任会

��ã�äB'

*3à'

*Þ3�67så×Ø'

ÀÐ�ÑÒ�Ó�4�

3Ö6X�æ�ç�

��&Ýè'

'

éFsÙÚ*×·ÚO

Û�9mG�9ê'

ëìË��8íî'

'

'

'

'

'

'

*1à' \] 59U'

�

�

�

'

'

' ' '

'

'

ÀÐ�ÑÒ�ÓÔÕ�

Öïa3Ö6X��

"���&��'

'

é93`ÙOð�

ñ_òóô>�

p*Òõ=ö�÷'

ëìË��8íî�

�

�理科�����CST�	
��
�� 

�����思考⼒等を育成する理科の授業改善 

���������������  

◆理科!"#$%&'()*+,-. 

���/0123�45 
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H30� H31� �

'

�CST ������&�� 1 �lm���VH22

〜29)���&}*�93q� 20���qV�

60U)�����a	&��
��xy� 69U

� CST���OP��'

'

�}93���&�
�a�$�93I��
�q

を研究教科としているため、理科教育についての

67I.������I���'

'

�� 3�� CSTt/���&}93���a	&

��R�aa��
��制度を設けるなどして、

CST���#� ��0��'

'

○理科授業改善セミナーへの参加者は年々増えて

おり、理科の授業の改善及び充実に取り組む意識

I¡y	&���'

'

*理科授業改善セミナー参加者数'

H28T71U¢H29T90U'

'

●新学習指導要領の⽅向性を踏まえた授業改善を

-.R�����
��a#� CST ���&


理科教育に関する最新の知識の習得や情報の共

£�0¤&��¥¦I���§�§a���&


W2 CST の中からも希望する意⾒が寄せられて

���'

'

�W2 CST を対象に、理科の授業⼒・教科専門⼒

���#�¡y�0��¨�©�ª«>@ª�

6X��"R��'

'

'

SCST��* �+,

V� 3��Z¬)'

*­® CSTT} 4U*

� 1 名程度'

・昇級制度導⼊：県内・

`�DEO�¯°±

²#$³2�¦´�

µ�	�d���'

'

'

◇理科授業改善セミナ

Y�Z[（年 1f)'

*¶·*CST�4��

5¯°u'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

*ijV4Ek)�4m

nj��"'

'

'

'

S1rstu�4� 

!1r*vw'

・全公⽴中学校'

（年間 2fxy)'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

�

'

◆教員の理科の指導⼒が向上

R�aa��
}*�93�

おける理科の授業の充実が

0�¸&���'

'

・理科の授業の内容はよく分か

�¹ºH»�¼½VF¾&�

��Gaf¿	�¼½)'

' ' }93T60%xy'

'   �93T50�xy'

' ÀH30 年度全国学⼒・学習状

ÁÂÃ'

'

*CST��qT80U'

H29ÄO¾Å���V� 60

U)�Æ�	��¨
��Ç

�ÈPyÉ)'

'

'

'

'

'

øÍz 15*20*25 年次の中学校教員を対象に学習

指導要領の趣旨を再確認できる場を設けること

IOP��'

'

○研究主任等を中⼼に管理職の⽀援のもと、オンデ

Ò�ÓÔÕu�
z	�3Ö6X�ùú
�"R
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・オンデマンド配信を活⽤した校内研修実施率'
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●全⼩・中学校での授業改善及び授業実践⼒の向上
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デマンド配信等を⾏う。'

'
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*Íz 15*20*25 年
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学⼒向上研究主任会
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◆全ての教員が、学習指導要領

の趣旨を理解し、「⾼知県授

/��� Basic ��Ó©ª
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校内研修の実施率：⼩・中学
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�����思考⼒等を育成する理科の授業改善 
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り、教職実践演習に関する県教委の協⼒や、教育

実習に関する各学校の協⼒、⼤学⽣のボランティ

ア派遣等に関する調整や情報共有等を⾏う。$

$
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��
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科⼤学、⾼知県⽴⼤学、⾼知学園短期⼤学、⾼
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協⼒することにより、⾼知県の教育課題に協働
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◆資料収集と施設整備$

&�G¨©9'�������®料、設備の充実
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&¸O¹º»� net」の発⾏や、教科研究会等に$
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⼒や教育実習に関する各学校の協⼒、⼤学⽣のボ

ランティア派遣等に関する調整や情報共有を⾏

uvo2"wpx�<$

$

l�
��0�)yz-.�
��0�{|}�

策定を⾏った。$
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➔⾼知県教員研修計画については、毎年度の⾒直し

を⾏うこととする。$
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●⼤学と県との共同研究を⾒据え、研究体制等の具
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○多くの利⽤者が各教科研究センターを利⽤して
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●教科研究センターの認知度が低く、ホームページ
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学⼒や体⼒、⽣徒指導上の諸問題など、⾼知
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個々の児童⽣徒の学⼒の定着状況を把握・分析す

る仕組みの更なる充実を図るとともに、基礎学⼒
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・思考⼒を問う問題を追加した単元テストの活⽤

により、個々の児童⽣徒の学⼒の定着状況を把
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・基礎学⼒を定着させるための学習シート等の効

����������/0123456
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の質・量の充実を図る。�

7⼩・中学⽣の国語学⼒の向上に向けて、国語学

習シートの改訂を⾏うとともに読解⼒を⾼める
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児童⽣徒の社会的・職業的⾃⽴に向けた⼒を育て

るために、教員のキャリア教育に関する指導⼒を
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◆新学習指導要領の趣旨を踏まえたキャリア教育
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・国語学習シート（⼩１〜中 �	


・算数・数学シート（⼩４〜中 �	


・数学思考⼒問題集（中 �〜中 �	


・理科思考⼒問題集（⼩ �〜中３）


・英語ライティングシート（中１〜中 �	


・読解⼒を⾼める読み物教材（⼩学校⾼学年⽤・
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（⼩学校⾼学年⽤・中学⽣⽤） 
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○算数・数学単元テストに思考⼒を問う内容を追加

したことにより、本県の課題である思考⼒等を⾼
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➔学校訪問等を通じて、家庭学習の質・量の充実に

向けた指導を⾏う。�
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○新学習指導要領の趣旨を踏まえたキャリア教育
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○⼩・中学校間での円滑な接続を図る取組をはじ
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で、２年目指定校区では、児童⽣徒の⾃尊感情や

⾃⼰有⽤感の向上が⾒られた。A

A

�H29 � 2 年目中学校区の児童⽣徒意識調査結
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➔児童⽣徒が主体的に考え、判断し、実⾏する⼒や

⾃治の⼒を育てるために、学級活動での話合い活

動を充実させる⼿⽴てを考える研修を設ける。A
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●指定校の中学１年⽣で不登校になった⽣徒の⼩

学校での出席状況を⾒ると、気になるサインがで
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◆⼈権教育指導資料の改訂と活⽤�

・県⺠に⾝近な 10 ���FG�H#$�.IJ

例等を盛り込んだ⼈権教育指導資料（学校教育

編）の改訂を⾏い、その活⽤を通して、各学校
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����-./012�

�

◆⼈権教育全体計画・年間指導計画の充実�
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計画･年間指導計画の点検と改善指導を⾏い、計
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・⼈権教育指導資料（学校教育編）「LetTs feel U

V5VW; 30 年改訂版」を基に、⼈権学習の全

体計画・年間指導計画等の変更を提案し、平成
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践⼒を⾼めることにより、各学校における組織的
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ト⼒の向上につながる研修を実施する。�
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び先進的理論・実践を普及する。�
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ための組織⼒を向上するため、開発的な⽣徒指

導の視点に⽴った「⽣徒指導全体計画」、「年間
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������� PDCA サイクルを確⽴する。�
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り、いじめ防⽌対策の進捗管理や評価を⾏うと

ともに、いじめが発⾒された場合には、この組
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・問題⾏動等の早期発⾒・
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・問題⾏動等の早期発

⾒・対応
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も主体の異学年交流
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・問題⾏動等の早期発

⾒・対応 
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・問題⾏動等の早期発

⾒・対応 
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・⽣徒指導主事（担当者）のマネジメント⼒の向
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・⽋席した児童⽣徒への初期対応の強化、暴⼒⾏

為への適切な対応⽅法や未然防⽌の組織的な取

- ./�

�0123456701894�:;�<��0

援会の実施及び学年間校種間の情報共有と引き
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・いじめ防⽌対策の進捗管理や評価、学校いじめ

基本⽅針の⾒直し、いじめの早期発⾒・早期解

決のための事例研修や協議の実施�

・⽣活や学習ルール等、規律指導の徹底�
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○中学校区で協議を⾏うことで⼩・中学校９年間を

意識した取組を考え合うことや、中１ギャップを
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理解が深まり、徐々にではあるが、⼩中連携の取

組が⼗分⾏われている学校の割合が向上してき
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進するためには、⽣徒指導主事（担当者）の⼒量

を更に⾼めていく必要がある。�

�

�

�

�

�

�������	
��
��%��

�

-�º�"Â°&�6M>������UV�~ "̄

�4"ÃÄ"ÅÆ�LÇÈ6MÉ�].ÊË"`

題を確認するための協議や、先進校の事例紹介

を⾏うことで、各学校における⽣徒指導の充実

6ÌÉ- PDCA サイクルの確⽴を図る。�
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●落ち着かない状態や⽋席、遅刻・早退、保健室利

⽤等が⾒られ始めた初期段階で、学級担任から⽣
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◆各学校において、問題⾏動等
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の未然防⽌、早期発⾒・早期対応の両⾯から、い
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◆児童会・⽣徒会交流集会の実施%
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児童会・⽣徒会の代表者が集まり、実践交流や

協議を⾏う交流集会を開催する。%
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CDAB&PTA におけるネットの適正利⽤に向け

EFGF�H1%

・インターネットの適正な利⽤に向けた児童⽣徒
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の適正利⽤に向けたルールづくりを推進する。%
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◇児童会･⽣徒会交流
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○交流集会は実施できなかったが、各校からの実践

報告を⾒ると、児童会・⽣徒会交流集会の取組に
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○ネット上の不適切な書き込み等を⽇常的に監視

することにより、児童⽣徒の問題⾏動等を早期に
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ど、校内⽀援体制の確⽴・充実を図る。5

;������< 1 回程度、⼼の教育センターの

SC、指導主事等を派遣して、⼼理の専門的「⾒

⽴て」をもとに個別の⽀援⽅法や⽀援計画を検
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;H30 年度は、東部・中部・⻄部の各ブロックで
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◇校⻑会及び指導事務
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・公⽴学校全教職員
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の効果について検証し、学校への助⾔を⾏う。	
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○全ての公⽴学校に校内⽀援会が設置されており、
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;������設置率：全校種 100�5
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・不登校の新規発⽣率�H28 年度）5
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5 ※不登校児童⽣徒数に占める新規に不登校となった
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や⽀援の効果検証を⾏う体制を整える。5

5
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;校内⽀援会の専門⼈材活⽤率（7<¬�5
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のニーズに合わせた⽀援が不⼗分なケースが⾒

°±�45

5

¿¢�|}sr�MSC QmMðMÆ¸ñM­��

l8 SC'=ò�������ó�y����l

8 SC�}Ä���45

5

5

5

5

5

5

5

�校⻑会及び指導事務

��������5

;»¼�cg�W,�

��5

;µ¶�HIJK�R

STU�"#5

5

5

5

5

5

5

5

�SC�SSW �l8�

3V5

;¢�|}sr�Ml

8� SC 9: SSW

�OP5

5

�SC�SSW �+¦'

$�ôõ��"#5

;SCVôõ�5 6>5

;SC�SSWf�mMð

MÆ¸ö5

5

5

5

5

5

5

�de�������

���¢�|}sr

�MSC���£�V

�iMj�¤¥5

;���¨5 5

5 ��� 5�y�� 3�

z{|}��÷5

;< 1 回程度派遣5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

�

5

6�������������

­3"$�)*��Qøù�

の不安・悩みの解消に向けた

,-!./01!2��­

ú@´±���45

5

;������<� 1>?�5

"#$������²¡5

100%5

5

・不登校の新規発⽣率5
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いじめなど学校⽣活の悩みやトラブル、不登校、
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るすべての教育課題を改善するために、⾼度な専
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し、相談を⼀元的に受理し、学校や関係機関との

/01�234�1567389:;<+!�=

>?@=�A�
BCDEF�GH�
IJ

J

KLMNOPQ��NOPRSTUVWNO1XYJ

・全ての教育課題に関する相談を⼀元的に受理

し、専門的な⾒地からの⾒⽴てをもとに、課題

解決に向けたトータルな⽀援を⾏う。J
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ど、校内⽀援体制の確⽴・充実を図る。J
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こうちの⼦ども健康・体⼒
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こうちの⼦ども健康・体⼒⽀援委員会に$%��

どもの運動機会の充実や体⼒向上に向けた効果的
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)*&'	+��,-.#/01��

����2#3�4
56

6

7こうちの⼦ども健康・体⼒⽀援委員会89:;〜<6

���	の健康対策と体⼒向上対策を総合的に推

進するために、学識経験者や学校関係者・医療
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○⼩学校における副読本等の活⽤率及び指導教材

の活⽤率は$$ÈÉÊqËÌ�%
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6

・⼩学校における副読本等の活⽤率6
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・⼩学校における指導教材の活⽤率6
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3�45�67
8	
�,"#���2

3LM�NONLG�H��PQ2

3��	9�����B�����2

3&'$()��*+2
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190



���������

���	��������

�� !� �

"#$%&'()*"+,�

���� ���� �

�

×�45�"#$LM�NONLG�H��PQ

-/:��,�!Ø¨�Ù�$ÚÛÜ
�ÝÞ	

ßà	áB�â�VBV12

2

%ãäØ¨-¨å�æçèé�êË�!ëI|É年

度と⽐較して増加している学校の割合（e|}h2

���2 ³´gì}í2

@��2 ³ºîìfí2

�l��³´´ì©í2

2

・肥満傾向児の出現率が、平成 |É年度と⽐較して

ïð��V����êË�e|}h2

���2 ³´îì}í2

@��2 ³f}ìîí2

2 2 2 2

○副読本活⽤率：全校種で活⽤が進んでいる。2

2

・副読本の活⽤率（e|îh2

���2 ³}îí2

@��2 ³}ºí2

�l��2³}îí2

2

×�45�"#	áV�ñ!��òó�Bq�	0

るため、内容や実施形態について⾒直しを検討す

�ôõ�ö�12

2

÷@A�B�[���I	
��!ø¯CDk-ù

úd�!EF"#-��0�12

2

ûLM�NONLG�H��PQ	��!WX�Y

^\]�ñqnü����!ST�UVWX�Y

�\]ýþ�V���においても、養護教諭の不

�����$�������	áB�â�V�12

2

×���B�������	��,òó�BCµ

-���!�Õ	áB	�ôõ�ö�12

2

÷;�q
:!opqの学校における健康・体⼒対

µ-ÊË�	Ì~0�m5�-�]0�12

2

÷���;�����B����-./0�,:!

学校⻑をはじめ核となる教職員の意識や資質を

更に�:���q	!ij��*+��&'$(

)�*+�,��-/:�12

2

➔新学習指導要領に対応したがん教育の実施を促

0,:!�������%����()���	

応じたがん教育を⾏う。2

2

2

2

�"#���2

%����./"#2

2 ����ÍEF"#h2

%����./"#�2

2 2 
WX�YEF"#h2

%¢£¤�¥¦"#�

JKl2

2

2

2

2

2

2

2

�LM�NONLG�

H�*±���2

%|²JK2

2

�PQ[�2

%f|� ©î [2

2

2

�� n�opq�

康・体⼒⽀援委員会

�JK2

・年 | ²JK2

%��-�]����

���lh�!��

��	áV��� 

2

2

2

2

2

2

�¶·¸����/	


�,��2

・校⻑会、体育主任会2

l���2

2

2

2

◇出前講座（健康⻑寿

¹µ��*+h2

2

2

�./����JK2

%�����./	


�,�����!/

捗管理2

2

������Õ"�2

%./�2

@ |�!� ©�2

%�������%�

Õ!"��Î���!

�/(��2

2

�����./"#2

%CD³�45l2

��³��	9��

������

��	áV�2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

�

2

3��	9��������

校⻑や中核職員を中⼼に組

��	./ýþ!opq,n

�è�°��ÝÞ�/��

V�12

2

%ãäØ¨-¨å�æçèé�

êË�!ëI |É年度と⽐較

������V����ê

Ë2

îgí�82

2

・肥満傾向児の出現率が、平成

|É 年度と⽐較して減少して

V����êË2

îgí�82 2 2 2 2 2

2

・副読本の活⽤率2

©ggí2

2

3�45�67
8	
�,"#��� 

3LM�NONLG�H��PQ 

3� n�⼦ども健康・体⼒⽀援委員会 

3��	9�����B����� 

3&'$()��*+ 

3�����./ 
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��� 29 年度末国が作成予定である「運動部活

���
���������� !" #$%

&'()��	
��*+��,-./0�1

2345%6�78%9��:;�<��	


�� !" #$%=>�)適切な練習時間の

?>.)@AB
C�D8EFGHI�JKG

�LM�N)��	
�������
��O

�(<��PQ%R�88E�)STUVWX

�YZ[�\
�����%6�] 

�

�

�  �

^������	
�

������ 

�:������	


���
��O�

($%_`�)ab

�c�
8�(JK

⽇や適切な練習時間

�?>[%d��

eH29.3.24f �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

・市町村教育⻑会議、

校⻑会、体育主任会

[g���

�

�-hijklemn

〜12nf�

�

^�� 29 年度末�o

pq�r>gA�

:��	
���


���������

� !" #$%&

'B:;�<��	


�� !" #$

�=>esntuf�

���vwxy/z{

0|)県内の公⽴中

ab�;[ab}~

����ab)��

���

�� !" #���

�STUVWX�q

��YZ�

�

�

�������	
���
������� 
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H30� H31� �

�

○全ての公⽴中学校、⾼等学校において、学校の決

�
8�()��	
��JKGe@ 1Gf�?

>pg�B]�

�

�ab�c�
8�(��	
���'�@JG

%?>�(��ab���eH29f�

� �abv� 100%�

  � ;[abv�100%�

� � �M��z�kl���

�

��� 29 年度末、国が作成予定である「運動部活

���
���������� !" #$%&

'()������E8)/0�12345.�

�	
��*+��,-%6���pA�]�

�

�:;�<��	
�����{0|$���()�

;[ab��'�� !" #�����.

:��	
�����#! W¡$�q�[�

ついて協議を⾏う88E�)��	
��-¢

%£¤��¥%¦L��BIg)§¨=�O�

て検討を⾏う。�

�

�:��	
�����#! W¡$%q��)<

内の公⽴中学校・⾼等学校及び特別⽀援学校に配

布するとともに、校⻑会や体育主任会で周知・徹

�%6�]�

� �

�©ab���	
���ª�«�%¬­/0[

%§®�¯°|%-h��]�

�

�

�

^:;�<��	
�

����{0|$��

� ±²�

・委員：学識経験者、競

³��)ab���)

PTA[�

� 回数：年 4´�

�

^:��	
����

�#! W¡$%q

��YZ�)<µ¶�

��%6�88E

に、適切な休養⽇、練

·¸¹���%6��

�

^��	
�¯°|�

±²�

���	
�ºT»¼

ネーター研修会：年

½´)�a);[a

b)����ab�

��	
���ª�

«�%¬­/0§®�

�

・運動部活動指導⼒向

上研修会：年２回、;

�¾���¾¿À	

�/0§®�

�

�
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�
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�
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#�ÁÂ�ÃÄ����	


����p�*Å�78
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)/0�Æ¬ÇÈp�

É88E�)ÊË����Ì

ÍTÎ¶�意欲や体⼒・競技

⼒p;�Ï(��] 

�

�ab�c�
8�(��	


���'�@JG%?>�

(��ab����

� �abv� 100%�

  ;[abv�100%�
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�

52�

�

マネジメント⼒強化事業�

������	
��
�

�

� ��������

�

�

�

H

��������	
�����
������

�������������� !�"#$%&

'()#�*+�
�,-./&0��1234

�56�7/889:�PDCA ;<=%�>��

��?�@AB8���CD&���EF./GH

H

I��12:J./KLM�NOH

P��12�KLM:Q/12RS�TU��C

マネジメント⼒を⾼め、チーム学校として組織

D&�VNW�EF./GH

H

IXYZ[P\]^�56P_`H

P��1234:abcd�����ef./ 

!�Z[gh^�XYZ[P\]^�56P_

`./GH

H

H

H

H  �

�

ij�k�-lm�n

2�:*o/p�Z

-����12�K

LM:Q/12RS

��D8� ��X

Y�6qH

r>�stuH

v>�svuH

H

H

H

H

H

◇学⼒向上に係る指導

gh^�XYZ[

k��pH

r>�sjuH

v>�s11uH

�

�

�

Pj�H

H ��XYH

H r>�stuH

H v>�svuH

�

�

�

H

H

H

PH

�

�

PXYZ[H

H r>�sjuH H

H v>�s11uH

�

�

53�

�

����
�����

���������� �

�

� � � � ��������

�

H

校⻑を中⼼とした学校の組織マネジメント⼒のさ

らなる強化に向けて、⽣徒指導部や進路指導部等

の担当部署間や、担当部署と学年団等との連携を

¨©F!/ !�g¾�¿�Àm�Á5./GH

H

H

H

H  �

�

H

ig¾�¿�ÀmH

PÀm�*PÂ*H

Ã^��t�k7ÄpH

ÅÆef��1�H

H H H H H H  (1Ä)H

H

Ç�ÈÉ*Àm�n&

�����V���

ÊËDÌÍ�7/�

�:ÎÏD:ÀmH

H

H

H

�

�

�

PÀm�*PÂ*H

H Ã^��Ð�k8ÄpH

ÅÆef��v�H

H H H H H (2Ä)H

�

�

�

H

�

�������	
��

�
��������������

������� !��"�#$�
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H30� H31� �

�

w�	
x�����
��Z.yz{�|:}~

させたい⼒、課題等の共有が⾏われ、各校の組織

D&Z[����F��� GH

H

w��12RS�A��NO� ��D���A

���KLM:Q/��XY���?D&��

バイスは、管理職が学校組織の現状を把握し、教

	
8����������12���:�~ 

�CD&���F!/�o�������� GH

H

���(�#����D:�����/��@�

 =�¡¢./��:����/GH

H

➔これまでの学校経営構想図等を⾒直し、育成すべ

き資質・能⼒を明確化し、到達目標となる評価Z


��?D:,-./��12348��£¤

¥�����¦§P¡¢�¨©_`./GH

H

➔学校経営担当企画監や課⻑補佐が学校⽀援チー

B8�:��XY���d����ª«¬­BP

��(�#��56PEF��6����/

PDCA;<=%�¤¥:®&�/Q�Z[P\]

を⾏う。H

H

H

H

◇新任校⻑が着任した

����¯°KLM

:Q/��D���

A�:abc12�

��EFH

・前年度からの継続校

を含め６校程度H

H

iZ-�±�XYZ[H

・年間２回H

H

H

H

i��12²4³��

�ef@AB^:QH

/��XYH

・各学期３回程度H

H

id����1234

�F´µ¶^:·U

た課⻑等の学校訪問

k¸¹pH

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

�

H

◆校⻑のマネジメント⼒が向

º�������:»���

@AB��8����CD

&���56�7¼½��

/GH

�

w�È�ÑÒÓ���CÔ2�N�`Õ�/ !

�Ö×Ó8��g¾�¿�Àm./Ø8:Q��

横断的・総括的な動きが円滑になった。具体的に

は、学⼒向上対策の⻑として位置づけ学⼒向上プ

­#�EF�� Ø8��ÙÚ� PTA 8�ÛÜ

の⻑として地域との協働を推進していくことが

�� &0���Ý½��/GH

H

Pg¾�¿�Àm�*H

H H H29s10�H

H

●主幹教諭として職務の位置付けが不⼗分な場合、

Þß./���àá��&�Gâ �ã�¼��

	
-*8��ÅÆ:nämÕ½&� !-*

�å���æç���cèé��/GH

 

êÀm��n�ë@AB��ìbc��Fí����

î��/Ø8�¼Àm�Á5./GH

H

H

H

H

H

ig¾�¿�ÀmH

・各年度 2�ï®ÀH

m��ð�.ñ-H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

�

H

◆各学校において、校⻑を中⼼

8� �C��(�#��

��D:EFÕ½/�C?

ò�¤¥Õ½��/GH

H

Pg¾�¿�Àm�*s13�H

H

�������	
� 

�
������������� 
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H28- H29�

�

54� �

�

������	
�

�������	
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�

【教職員・福利課、�

���
���

�������

���������

 �������

�

�

-

�������	
��
����������


���������� !"�#$%�&'(

るため、県⽴学校における「教員の働き⽅改⾰」

�)*(+,-

-

./0���12
34/05��67�89:

;�)*-

<ICT �$=>9/0���?@A712<BC

(+DEFG�HI-

</0���J�712(+K
7L�����

M0����7N"O+:;�)*-

・県⽴学校の学期毎の過重勤務者の状況の分析-

-

◆教員全体の働き⽅に関する意識改⾰-

・⼈事評価制度における管理職の成果目標に「業

0PQ�RST�UV>WXY'Z-

・全県⽴学校⻑を対象としたマネジメント研修の

実施（組織管理・時間管理・健康安全管理）-

・各校⻑は、教職員の勤務時間の状況を踏まえ、

業務分担の⾒直しや平準化など、直ちにできる

[\�'Z-

・定時退校⽇、⻑期休業中の学校閉庁⽇等の設定-

-

.]^_H<`a�&'�9b]^`a��$=

��� 57  P.198 ���-

-

.�#cd`aef�&'<g��9b SC<SSW

�$=��� 13�14  P.134�136 ���-

-

◆運動部活動⽀援員に加え、引率・単独指導が可

h"i%j$%_H��$=-

��� 18  P.140 ���-

-

.ki%j$%lmnomp7qr9j$%st

⽇や適切な練習時間の設定-

��� 51  P.192 ���-

-

.]X`auvwj�Uxy*z{$%|}�&

'��� 11  P.130 ���-

-

◆校務⽀援システムの運⽤による業務の効率化促

*��� 120  P.276 ���-

-
-

�

�

�

�

�

~M0���7L+-

/0'��12�

・全県⽴学校�

�

~]X���7L+-

_H<���

<]�7���

�

�

�

-

~⼈事評価制度へ業務

PQ������-

-

~j$%st��'Z-

-

~「活⼒ある学校づく

��P������

���T���-

<W���7��-

-

~管理職の働き⽅改⾰

7�(+�� ¡p

ト研修（全県⽴学校

⻑対象）-

<年１回開催�

�

�

55�

�

���� !" #$%

&'(���� !" 

)*�+,-�./01

23�

�

4�������

�

-

より良い対⼈関係を構築できるとともに、集団⾏

動を円滑に⾏えるような社会性を⽣徒に⾝に付け

ëí+9b�î�DïðEñð���òpó

(SST)の研究・実践を⾏う。-

-

.î�DïðEñð���òpó(SST)�Äô<

'õ-

<'õ<ÄôX7ö×­�£¤ 28 年 3 µ7÷¤

>9Ôom�Eñðøù��ú�ûT�$=>�

対⼈⾏動⼒を⾼めることを目的とした授業の研

ô<'õ�)*(+

�7�ü�¤ý�ãz

��+,-

-

-

-  �

�

~Äô_VX 1X-

<þ��M�'Z-

�5/20�12/2�1/27�-

-

<Äô��©���-

�5/20�10/5�12/2�-

-

<Äô�*�®¯��

��:;	V�7N

×­�
-

-

�

�

�

<þ��M�'Z-

�5/13�2/2�-

 <� 3XYÄô<'õ-

-

-

�

�

�������	�
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��������

��������	
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� %関する意識改⾰ 

196



���������

���	��������

�� !� �

"#$%&'()*"+,�

H30� H31� �

�

¢£¤ 28 年度に改めて⾏った「⻑時間勤務者の把

握について（通知）」により、⻑時間勤務者の状況

12O*¥¦,-

-

○⽂部科学省の学校業務改善アドバイザーを講師

として招き、管理職を対象にマネジメント研修を

⾏うことで、働き⽅の⾒直しや業務改善の必要性

について理解が深まった。-

-

・管理職マネジメント研修（全県⽴学校⻑対象）-

- 9/7§¨©ª�50«�-

-

¬������
���������7�8­�⻑

��/05�®¯�°±²�M0PQ��:;�

)*(+ !O³+,-

-

<��´/0O 1µY 100��¶·
"r9���

¸¹ 2µº»>­ 80��¶·
"r9��¼-

- - H28½'¾¼ 57¾-

- - H29½'¾¼ 92«�H29.11µ¿ÀÁ�-

-

¬���ÂÃÄÅ�ÆÇ�ÈÉÊ*�ËÌ�ÍÎ]

^�&'�ÆÇ�ÈÉÊ*7N"Ï+9b7��

働き⽅に関する意識改⾰を進める必要がある。-

-

Ð]X�ÑÒCÓ7Ô���
��������

保」、「働き⽅改⾰に関する意識改⾰」の実現等に

�(+���Õx�8+,-

-

➔「勤務時間を⾒える化」して分析し、管理職は具

eA"[\7$Ö>­×Ø,-

-

➔学校組織マネジメント⼒の向上のため、全県⽴学

校⻑を対象としたマネジメント研修を実施する。-

-

Ð����/0���12(+DEFG�HI�

図り、併せて業務分担の⾒直しや平準化、部活動

の在り⽅の⾒直しなど業務改善の取組を進める。-

-

-

-

-

-

-

-

~H30 年度（各学期毎）

の⻑時間勤務者の-

®¯12-

<ICT $=7L+?@

A"/0���12-

<M0PQ�:;�)

*-

-

-

-

-

~��Ù�D�Ú�Û

Ü>9ÝÞA"]X

ÑÒ7L+M0PQ

�)*-

-

~管理職マネジメント

研修（全県⽴学校⻑

[ß�-

<年１回開催-

-

~Ô���à�áPâT

�ãzäÛ-

<校⻑協会での周知・

äÛ-

-

~V�åX��]Xæ

ç���èé-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

�

-

◆全県⽴学校において、学校の

ÑÒCÓ7Ô���
���

������T�Ôà�áPâ

に関する意識改⾰」の実現等

7�(+���Õx�8­

:�;¥Y×+,-

-

◆各県⽴学校において、勤務時

間管理の適正化に向けた取

;O*ê���O���
�

�����O��ëì­×

+,-

-

<��´/0O 1 µY 100 �

�¶·¸¹ 2µº»>­ 80

��¶·
"r9��¼½-

0¾-

-

-

�

○特別な⽀援が必要な⽣徒に対して、年間を通して

�M��Y
©��Ç7�8ëí+9b��M

�Ø�7N×­�§�]X
��`a]X���

�º�7L+ÄôO*¥Y×+,-

-

¬ÔSSTT�Äô��>­�9��ýA"_H�`

aá��Ô��7L+_HT7ö×­�$=>"

O��L��ýA"_H<`a�ef���(+

ために、さらに研究・実践し、成果の検証等を⾏

� !O³+,-

-

ÐSST の効果的な⼿法等について検証し、改善を⾏

�

�7���]X7�ãzëí+,-

-

Ð��7L+_H
��>9��ýA"_Há�7

N×­�ÄôXYÄô<'õ(+--

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

~Äô<'õX 4X-

��X
��29 年度

Ö���»�-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

�

-

◆全ての県⽴学校において、児

�ËÌ�
©��#¤��7

コミュニケーション能⼒が

不⾜している⽣徒に対した

効果的な指導・⽀援が⾏われ

­×+,-

-

�������	�
���
������� 

���全体の働き⽅に関する意識改⾰ 

��������� !��"�#$%&'�
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���

�

H28& H29�

�

56�

�

�������	
�

�

�������

�

�

&

⽣徒が⾃分の進路を具体的にイメージしながら将

来を設計していくことができる⼒（キャリアデザ

イン⼒）を育成するために、⽣徒が多様な⼈々と

�������	
��
��������
��

職業的⾃⽴に必要な⼒の育成に向けて、チーム学

�������� !�"#$�%&

&

'()*+�,-�./�!0&

・県内企業及び上級学校の⾒学やインターンシッ

1�2�34�56�789:���;<�=

+�>-?���@A<BCDEFG<H$�

IJ�8K$�%&

&

◆希望進路の実現に向けた課題解決⽀援&

����	LMN�OP�?P�QRSTBCD

の向上などを目指した進路決定者研修、外部講

師を活⽤したスキルアップ講習や進路講演会、

U	�VD1W��WXTYZ[�8K$�%&

&

'U	�	\34]+&

����	LMN�OP�?P�^_U	�O[

	���`a]+�,b$�%&

&

◆海外留学や異⽂化等の理解推進&

・グローバル⼈材の育成を図るために、⽣徒の留

学⽀援を実施するとともに、留学フェアを開催

$�%&

&

&

&  �
�

◇企業学校⾒学&

�24��2,927c�&

178�&

deWfDWgh1&

�19��884c�&

334�&

& & & & & &
& &

&

&

◇進路決定者研修&

�i�jkl8K&
&

◇進路講演会&

�29� 8,308cYZ&

�

dmnopqrspmtuvwx&

�4y& 238cYZ&
&

&

&

&

&

d^zU	�VD1W

��WXT{�YZ&

�|}U~197c&

& ��U�U�U~29

c&
&

&

&

◇留学フェア参加者数&

◇海外留学等体験者数&

& 139c& &

�

�

&

�24��2,507c�&

& 148�&

&

�17��574c�&

319�&

�H30.2��&
& &

&

&

�

�i�jkl8K&
&

&

�29� �,376cYZ�

&

�4y& 291cYZ&

& �H30.2��&
&

&

&

&

&

�|}U~201c&

& 京都⼤・神⼾⼤：37

c&

&

&

◇留学フェア参加者数&

◇海外留学等体験者数&

& 115c&

&

�

57�

�

学⼒��
�	
�

������	
��

�

� �������

�

�

&

全ての全⽇制及び多部制昼間部の全学年を対象と

して実施している学⼒定着把握検査の結果、⾼等

学校⼊学⽣のうち、約３割の⽣徒が基礎学⼒の定

着が不⼗分とされる D3Êj �%D3Ê���{

�,b�ËÌ����ÍÎÏÐEÑ¤ Ò�()

�./[<Ó�	L,bÒ�ÔÕ��	L,b�

78�Ö�%&

&

'	L,bÒ]+�

�×Ø����8Ù<ÚÛ?�PÜÝ�Þß�7

実させるため、放課後や⻑期休業中の補⼒補習

E¿Dà�áâD¿WÂ<Ó�ã+j	LÞß

äå�æç	L,bÒ�ÔÕ�è7$�%&

&

※実施の上限年間 150ÍÎ��Ñéêëì���

íÑ	¢����O� 11 ��ª上限年間 180

ÍÎ�$��&

&

&

&

&  �

d	L,bÒ�ÔÕ&

�公⽴ 32�8K&

�#	<ëì�Õ� 5

�Éz�·�<ÔÕ�&

î
 108c&

�5ïÍÎ 5,028ÍÎ&

&

ð_ñ&

 Òòó&  �:78c&

��:28c&

�

�

�

�

�

� �� 115c�

�5ïÍÎ 5,642ÍÎ&

�H30.2������	


ð_ñ�

 Òòó&  �:77c&

��:38c�

�

�

�

�������	
��
���

���進路の実現に向けた課題解決⽀援�

���
�������

���留学や異⽂化�の理解���

����� ���

H30 ���
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�� !� �

"#$%&'()*"+,�

H30� H31� �

�

�;���������{�YZ�2������

�	�����^_�+����
��E$�

��j�?%&

&

●企業⾒学等の機会を⼀層増やし、⽣徒の県内産業

や企業の理解を深める取組を進める必要がある。&

&

��	�<eWfDWgh1[<YZ�?���

��& �28 年度卒~75.3�& &

&

➔県内企業理解を促進するため、特に普通科・総合

	�����^_�+����
���%&

&

●希望進路の実現に向け、学習意欲や進路意識を向

�9:���� �%&

&

�進路講演会8K�¡& �29~29�&

�県内国公⽴⼤学⼊学定員数に占める県内公⽴⾼

�=+¢���&  H29.3�=~18.8%&

&

£¤+¥�¦F¥�!0$�?P�§¤¨©¢<ª

eWfDWgh1�"«��¬­�<ª�®§+

¯°�±�����j��3²�³´$�%&

&

µ	�¶��地理的状況やニーズが異なり、·�¸

通の⾏程で実施することに¹º� �%&

&

£	�¶�<計画⽴案し、���»¼E½D¾<B

h¿�?U	�ÀÁ$る形に変更$�% &

&

µÂÃDÄÅ./�!0<Æ��更に語学研修や留

学に対する理解を深める必要がある。&

&

�海外留学等体験者数& H29~115c&

&

➔留学フェアの開催等により、更に留学の効果啓

発、制度の周知を図る。&

&

&

&

deWfDWgh1�

企業⾒学等の実施&

&

&

&

&

&

&

&

◇進路決定者研修&

◇進路講演会&

dmnopqrspmtuvwx&

&

&

&

&

�^zU	ÀÁ&

�^_U	�O[	�

��`a]+�,b&

&

&

&

&

�留学の⽀援&

�留学フェアの開催&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

�

&

◆全ての県⽴学校において、⽣

��	LMN�OP�?P

<�+EU	�2j�34

56[�Ç�È�?���

ア教育が⾏われている。& & &

&

��	�<eWfDWgh1[

<YZ�?�����~

100%&

    &

・進路講演会等の実施校数：&

36��·��& & &

&

・県内国公⽴⼤学⼊学定員数に

占める県内公⽴⾼校卒業者

���~25%É�&

&

・海外留学等体験者数：&

150cÉ�&

&

�

�ô¹õ�補⼒補習Eã+j�¿Dà�áâD¿W

グなど、基礎学⼒の不⾜している⽣徒に対してど

�	�;ö÷�<5ï��ø��ùúªO�%&

&

�	L,bÒ�ÔÕ�¡ H28�29~32�&

&

µ�}Î()�ûü��<ø��ª,bÒ�ýP�

���j��./�þ�����%&

&

£O��=+õ(�<����EU	[<#	$

る⽣徒に対し、学習⽀援員制度について紹介する

��;<�(��=+�EU	�[{�G�Ý�

を更に⾏う。&

&

µ Òòó��?��,bÒ�Þß�æ�$��

とも多く、⾼校の英数国を教科の専門の⽴場から

Þß$���<¹º� �%&

&

£	L,bÒ�5ï$�< ?���3��Þß�

	EÞß��
eW�<Ì���
�����

せを⾏うことで、指導の充実を図る。また、指導

���Ó�Æ�9:�?P<� Òòó���?

ÍÎÏÐ��ù�5ï�#P�%&

&

µ�}Î地域の学校では、⽣徒の学⼒Ê���U�

�Ë�j� Ò¡�����ø��低学⼒層の	

⼒対策に追われ���Ê�学⼒��
<����

�����%&

&

£��Ê@A�	L,bÒ���$����
��

����������������� ��!	%&

&

&

&

d	L,bÒ�ÔÕ&

�ÔÕ�¡~32�&

�,bÒî
 136c&

�5ïÍÎ&

�Ñéêëì�&

& & & 1,960ÍÎ&

補⼒& 3,340ÍÎ&

�}Î& 450ÍÎ&

��& 5,750ÍÎ&

&

d�}Î()��	\

�5��<Æ���

室⼾・嶺北・吾北��

����� !�・⻄

"��#$�%�<

@���?<0&�

�Ê��@A�	L

,bÒ�ÔÕ&

&

&

&

&

&

�'()ú<*���

	�+,&

&

�

&

'i	�<ø���Ë.Ë.�

��<ÚÛ?�PÜÝ�	

LÞß�78�Ö����

�%&

&

�	L,bÒ�ÔÕ�¡~32�&

&
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���

�

学⼒向上推進事業�

�

� 
��
���

�

�

3

�� ����の割合が３年次の４⽉段階で３割い

�	
��
����������������

��������� �!"�#$%&�'()

���*+
,-�./'01���23

4�
�5!��678
9:�;<=��
9

>?@�AB�C-�67'()���DE�F

G
H��67�I��J��8
!�KL�M

組として広がりにくく、教員個々の意識や⼒量に

N�����OP'Q�23

	�� 
�5!�RS�T��UVW��!�

XYZ[\��]^_`XY�aG
	�4bc

学校で取り組んできた学⼒向上、特に授業改善等

の取組を⼀層推進することで、多様な学⼒の⽣徒

d�e/_`fg�J`h�23

3

!�XYZ[\�ijkl�m年度から新規） 

nc!���o�67�I�pq
rstuv\

wxyz{|�}~���� 
�!�XYZ[

\�
�

�a�]^_`!����aG
c��

9:������
67��5�J�����

⾏うとともに、「授業づくり ����� ������

k�����5���-`'�
c��(���

じた指導・助⾔を⾏う。3

3

※国・数・英の指導主事、退職校⻑等の非常勤

���� [¡¢£b¤¥3

3

◆学⼒定着把握検査の実施3

・⽣徒の学⼒向上と学習⽀援体制の構築を図るた

めに、各県⽴⾼等学校において学⼒定着把握検

査を実施し、その結果に基づいて学⼒向上プラ

{�¦¥-()W�23

3

§�5!�J`¨9©�ª«n��3

・義務教育段階の学習内容に⽴ち返りながら学習

b¬�9©­
!®S¯
(°�
�J`'G

�±4²�!®b¬�9©�ª³-��W�23

3

§!®XY>´7kµ¶�3

n·¸����(���¹�¬ º�`fg�»

実させるため、放課後や⻑期休業中の補⼒補習

­Z[\n¼½[Z{¾�a�67b!®fg

¿À�ÁÂ!®XY>�ªV�Ã»W�23 �

※実施の上限年間 ¡Äm ÅÆkÇÈÉÊËÌ�

は上限年間 ¡Ím ÅÆ�3

3

◆個々に応じた確かな学⼒の育成3

・個々の⽣徒の幅広い学⼒や進路希望に応じた⾃

Î!®­ÏÐ!®�]Ñ���� �
!®9

©
-��{Ò[x�|Ó[Ô���-�ÕÖ

を⾏う。3

3

◆臨時的任⽤教員の教科指導⼒の向上3

・臨時的任⽤教員（数学）を対象に、指導主事等

による指導を通じて教科の専門⼒、指導⼒の向

×���23

3

3

Ø学⼒定着把握検査3

k４⽉及び８〜９⽉�3

3

n学⼒向上プランの作成3

Ù〜3 Ä Ú3¦¥3

Û〜¡mÚ3ÜÝÞß3

�

n学⼒分析会の実施3

¡ àáâÄÚ3

¢ àáâÛ〜¡mÚ3

3

n!���3

¡ àáâãÚ3

¢ àáâ¡¡Ú3

3

nÕÖäå�3

¡ àáâæÚ3

¢ àáâ¡Ú3

3

3

3

3

Ø9©�ª«n��3

nKçnèÆ3â�¡�3

]ÅkéÆ�â¡¢�3

3

Ø!"ê-�� �!

�U]:á�UV3

nÄ�3 ë ¡m ìí3

kî Ä
ï �
ð ¢�3

ñ�������	
�

�
��������

��� ������

3

3

Ø�¢ �()3 3

nq!�ËÌ�VòÄ

�óô�K��ªV3

õö ¡mÍ £3

n��ÅÆÄ÷m¢ÍÅÆ3

3

ñ!®XY>�Sø3

9>ùúFGûæÍ £3

`-û¢Í £3

3

3

ØÕÖf]�¡��3

・到達度テスト（２回）

!����a�qü

�����
fgâ

¡àá����()

kãÚ�3

nýþäå����â3

� ¡ àk¡mÚ�3

� ¢ àk�Ú�3

3

3

3

◇教科指導⼒研修会3

・年間６回の研修3

3 k��675�3

nfgÎ´5�a�6

7��n´	fg�

3

�

�

�

� k
��3

�

�

�

�
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�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

3

3

nã�3 ë ¡¢ ìí3

kî ã
ï Ù
ð ¢�3

�

�

�

�

�

�

�

� õö¡¡Ä£3

n��ÅÆ Ä÷ãÙ¢ ÅÆ

k0]�
�3

ñSø�

9>ùúFGûææ £3

`-û�Í £�

�

�

�

në�����Ù Ú�3

n!����a��¬

MG3

n^Æ���[|��

�k�à�3

n�{Ò[x�|!®

9©���ÅÆ


�������P 3

�

�

�

�

・年間５回の研修3

3 k��675�3

nfgÎ´5�a�6

7��n´	fg�

◆学⼒�������	
�

���
����� �!"#$%�

�&'(応じた確かな学⼒の育成�

�
�������

��� ���

◆臨時的任⽤教員の教科指導⼒の向上�

�
�������
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���� ���� �

3

!K校を対象に、指導主事等の年間２回の学校訪問

を実施し、授業⾒学や協議を通じて、各校の学⼒

E×�M"�qü��#"R$��¹�·��

XY'»(W�	
b
c�� %�&' (��Ô�

確⽴及び取組の強化につながっている。3

3

!)KLb*+��,
f-�.�	
­
ÕÖä

å���o�/0*15�aG
c��!®fg

L2'34�¬�23

3

●⽣徒の学⼒⾯においては、２年から３年への進級

時に学⼒が下降する傾向がある。特に数学におい

�5�DE'�¬�24�
!®®6']Ñ-�

�`����7]�8+�G
���ÎL_`!

習態度の9¥­!®:;�E×�J`'�fg
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○昨年度より地区別のチャレンジセミナーもスタ
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指導⼒向上の機運が⾼まっている。�

�

���
�>0�[����+,- ����-

����.!�1���������+,*�

�!����B!����(*�B)�..��!

$%�� ¡¢£�¤¥E�¦§)�2�

�

¨$%�©ª«�¬�¥�W­�!���_g.®
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»¼=v½E¥�¥2�

�

➔上位層の学⼒を伸ばすことに特化して、インター

F;GH�I�JK*5�2¾6!¿À&ÁÂ�

⼩規模校については、低学⼒層に対しても引き続

きインターネットツールを活⽤しながら学⼒の
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D�JK¢*LM)�2�
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�
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È�[W２年⽣XY�

N[\-Q�

�7/29〜31��
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※四万⼗・吾北・⻄⼟

佐・嶺北・窪川・室

⼾・清⽔・佐川・檮
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�国⽴⼤学及び県内⼤学への
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・国公⽴⼤学進学者数（現役）

700UÜÄ�

�
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県内公⽴⾼校卒業者の割合
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¨¿øùú 重点校では、年間指導計画に加え、中途

ø�Úùú<ð	��G*�(=!ÉW­��ö

=6wé*
�)�².­!����­��GI

�Ê¯6éê��wé©�ü¶½E¥�2�
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ており、個々の教職員の⼒量の向上及び組織的な

対応の強化に向けて、各校の実践事例をもとに情

��/�ö*5�� ©!�2�
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�
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�

�'( 2 年間、カウンセリングマインド向上研修を

実施し、個々の教職員の⽣徒理解の⼒量向上を図
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�

➔⽣徒への意識調査の分析を通して、中途退学防⽌
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◆教員の⽣徒理解の⼒が⾼ま
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◆大学進学チャレンジセミナー��� 

���に応じた確かな学⼒の育成 
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ト⼒研究事業�

�

�������

�

◆カリキュラムマネジメント⼒研究�

������	
��
������������

に必要な資質・能⼒を育成するという、新しい

学習指導要領の理念を踏まえて、⽣徒の多様な

学⼒・進路希望に対応するとともに、将来、社

�������� !�� �"�#$%&�

'()�*�+,-�./-01+2�34�

5$�6789:;<=>?@A�BCD�E

F�GH��I��J�

�

◆社会的⾃⽴のための進路⽀援プログラムのK

L��I�

・⽣徒の多様な学⼒、進路希望に対応でき、将来

社会に参画した時に必要とされる基礎的な学⼒

!M�� �"�#$�'()�*�1+2��

34���N�M6789:;<=>?@A��

�OP�QCR
0)SM���T.-M.U

-0VW0XY+2Z[\M]C^_-0�


`ab:;�KLM�I��J�

�

c`ab:;�defghi�Q+�j��

�`ab:;�de*Mghi�klmnohp

や企業理解の促進など、⽣徒の社会性の育成の

�N�Q+��I��((Y�MqrMst�

⾏い、取組のさらなる充実を図る。�
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�2�3x� 校⻑会、�

� 副校⻑・教頭会�

�

u`ab:;�def

年間計画�KL�

�yiz36i{�
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ン能⼒」・「キャリア

デザイン能⼒」の育

������'
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・企業⾒学：22i�
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◇学校の課題意識に¶
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GHi��IGº�
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問による進捗管理
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◇社会⼈基礎⼒育成プ
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・実践事例の共有�
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�

○⽣徒等の実態や課題意識に¶·�GHÝ�<�

gGH校が主体的に選択し、カリキュラムの⾒直

��Þß(��GH�»¼��F�J�

�

�平成 29 年度	S�Å�(Fà'(YáCMgi

�Q+��_!�®�EF�M�\âÉqr�*

�F0FJ��MQ+�ËÌ�EF�ãi(�³

ä)¼[�F0FJ�

�

➔Gº���åæ�ç��è$�'(0X�]CM

�IGH��_!�®Æ�³ä�Î�J�

�

éKL��`ab:;�de*M����� �


��5$�Q+�êë-��I��hi)ì�

�íî��F�J�

�

ïさまざまな取組を⾏っているものの、年間指導計

Âð�ñò#$!Q+��-)óô�0·�¿

SõM+,-�./-0�I�ö·�F0Fhi

Yá�J�

�

ï�µ��Q+�^_Æ�qr���á�CM��

のコミュニケーション能⼒Æ�Í¹�÷ø-�

把握するための指標や評価⽅法が確⽴されてい

0FJ�

�

➔ghi�¿$�ùú�Q+)MKL��`ab:

;�de*M]C+,-�./-��µ%
�]

àMプログラム全体の進捗管理に資するûü�ý

��A�þ��±Ô��J�

�

➔Ñ�Æ�st����7>��È@��A��

µ�M���_�d�Q+�qr��ÏÐD	�

改善に向けた検討を⾏う。�

�

➔�ÄTÅ��hi
�û�;�]�hiÇ��

通じて、プログラムの策定や進捗管理について指

導・助⾔を⾏う。�

�

ï���h
���5ð�Î��NMT.-M�H

-0hpVW�%S�V �%&���)á�J�

�
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の実践例の普及を図るとともにM�I����ç

��è$�0どの⽀援を⾏う。�

�

●県内企業理解のための取組については、⼀定の成

果が⾒られるものの、まだ不⼗分であり、特に進

h�Ä��P�òfhi��Q+��¼���

�)á�J�

�

➔Y�efCØ�ÙÚÛ�V�!y��hi��

企業⾒学の実施など、⽣徒の県内企業理解のため

の取組を更に促進する。�

�

●学習記録ノートは、実践校において進路未定の⽣

�)����0X^_-0 ���á�)M�\

âÉ!���F0FJ�

�

➔^_-0実践例��(NMgi�±Ô���((
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�D	Æ�EF�助⾔を⾏う。�
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◇昨年度の成果と課題
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��IGH�»¼�

�

u�_!�®Æ�%å

³ä�

�Gº���åæÆ�

]�%å�³�

�

�

�

u`ab:;��I�

st�

�g�Ò�ËÌ�ÉÊ�

��ÄTÅMhi
�

û�;�]��Ä�

&²�

�ûü�ý��A�d

eF�gQ+�qr�

�

uÈ@��AÆ�]�

Q+�qr�ÉÊ�

�Ñ�等を⾒直した�

�7>��È@��

A��µz4�9�12

x�µ'L{�

�È@��A�_�É

Ê�defQ+�q

rz�Mghi{�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

ughi��� 
�

��N�Q+��I�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

�

◆全ての県⽴学校において、将
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年度末評価において、Ｂ評価
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◇県内企業理解の促進�
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対する教育機会を確保し、多様かつ⾼度な教育に
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�#+.�/0�

ついて、調査研究を⾏う。また、南海トラフ地震

�!�12345�6����789:�;<

る遠隔教育の有⽤性についても調査研究を⾏う。�

（⽂部科学省指定事業「多様な学習を⽀援する⾼

�#��=>?@ABC 27〜29 年）�
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・学識経験者等の有識者から指導・助⾔をもらい、

担当教員の授業改善の意識だけでなく、学校全

体の取組としての意識を⾼める。�

HstVWu�\v��MNO�VWwqxyz

交換会等を⾏い、今後の取組の推進等につなげ
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・物理基礎�

�
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○３年間の調査研究により、遠隔教育を導⼊するこ
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確保や多様かつ⾼度な教育に触れる機会を提供
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�
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目の基礎的な知識や能⼒などにおいて向上がみ

られた。また、遠隔授業を⾏う上での⼯夫を通じ

て、教員の指導⼒向上にもつながっている。�

�
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まりを重視する観点から、課題の発⾒と解決に向
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運営し、就職状況の情報収集や分析を⾏い、より

������������	������ !"

を配置し、事業所訪問による求⼈開拓や⽣徒への

#$%&�����'()�*+,-.�/�0

ともに、離職率の改善に向けて、就職者の定着指

導も併せて⾏う。1

1

2��
�������341

567����
��8�9�:;<=;0��

携を図り、⼀体となって協議・⽀援を⾏う。1

1

2����� !"�>?1

・就職アドバイザーを配置し、企業への求⼈開拓、

��@ABC�#$%&���B�DE%&�

FG���1

1

2HI5����� !"�JKLMN1

5HIOP����� !"���JKLMN�

QRS�FGT�UVSWXYZ[�\K���

]DE%&�UVS�FG���1

1

◆離職状況調査の実施・分析1

・公⽴⾼等学校に対して、\KB� 1 年後の離職

状況について調査を実施するとともに離職状況

や原因等の分析を⾏う。1

1

2^_企業理解の	
�`a�bc1

5県内企業に対する⽣徒の理解を深めるため、全

7�企業情報の提供を⾏うとともに、インター

ンシップや企業⾒学等を継続して実施する。1

1 d県内企業理解促進事業e1
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応じた⽀援を⾏うため、平成 30 年度から通級に

よる指導の制度化を踏まえ、⾼等学校における通

級による指導の導⼊及び充実に向けた取組を⾏

º�1

1
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5ÔÕ 29 年度⽂部科学省指定を受け研究を⾏っ

	67�`a�6¡j7Ä��Ö×��00Ø

��:ÙÚ�ÛÜ7�Ý�9�7_��}HÌ

¢Þ¡�8�9���c
�ÏÐ���%&�

ß?�c
��1

1

5ÏÐ���%&�ß?�QRT9��ÛÜ7�

対して、指導主事等が訪問し⽀援を⾏う。1

1

・担当者の専門性の向上及び通級指導の理解推進

�/�à0�áS0T	%&Bâã���dä

⽴特別⽀援教育総合研究所で実施）に県⽴⾼等
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により、企業との連携も深まり、就職内定率は向

�T9���1

1 1

・就職アドバイザー配置校の就職内定率1

1 1 �29 年度：95.5�dgr�e1

1 1 �H28 ����95.1�1

1

➔関⻄⽅⾯への就職希望者の減少等により、県外

（⼤阪）アドバイザーの配置を終了。県内につい

9����V��k�>?�1
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●就職後の早期の離職率は�htu������

T9�����0T96�、離職状況の細かな分
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➔離職状況調査結果をもとに、離職の原因等を分析
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¯就職希望者の県内への就職率が低い。1
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◇進路指導主事と企業
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◇離職状況の調査1
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◇県内企業理解促進事
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◆進路未内定者に対するきめ
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職内定率：98%Å�1
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・県内企業就職者の１年目の離

職率：10%ÅÆ1
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○⽂部科学省の指定を受け、通級による指導の導⼊

にあたっての諸課題について研究を⾏い、校内体
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できるように、⼤学等の⾒学や⼤学と連携
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連教科への興味関⼼や、進路意識については、⼀

�$�����<"

"

0H29���8��
�P�F$G%,��&'H"

" " R�&��Yb�,S�����������

$���V57.1�"

" " R%,�,������$���V58.9�"

"

�$%&'89�/?��,7��� �¡¢(

£����¤89�¥¦(�������$6,

7`§���¨
�©�ª«�¬G�­®¯§

�<"

"

0$%&'89��°��,7±257"

"
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育）の成果を県内の県⽴中学校・⾼等学校に普及
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D特別⽀援学校教諭免許状の保有率向上に向けた

8 か年計画5
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・免許法認定講習については、教職員・福利課と
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]後期３か年計画（H30〜32E5
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5

]��	,�-. DP

ËÌ��/05

�

5

◆全ての⾼等学校で、⽣徒の論

理的思考⼒・判断⼒・表現⼒

を育成し、英語運⽤能⼒を⾼

Y!#���)�ç�\è®

⾰に対応した⽣徒の進路実

éFêë$Á!yì��í

î7��!"5

5
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���� 34 年度までに国際
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の進路希望を実現できる学
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○計画実施年度から在籍校種の免許状保有率及び

５領域の免許状保有者数は向上してきている。 5
5

・在籍校種の免許状保有率5

（５⽉１⽇の公⽴特別⽀援学校の状況）5

H25:57.734H28:62.734H29:66.235

・５領域の免許状保有者数5

（５⽉１⽇の公⽴特別⽀援学校の状況）5

5 5 H25:11&4H28:75&4H29:101&5

5 ※県⽴学校のみ5 529Ô67�8 78.035

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 ５領域 165�5

（⾒込み）5

5

●在籍校種の免許状保有率は向上してきているが、

�9�º��:=H28:75.8％）と前期５か年計

É�;< 803FçÁX=c���!"5

5

●５つ全ての特別⽀援教育領域の特別⽀援学校教

諭⼆種免許状以上の免許状を保有する県⽴特別

êë���_�ÇÂ%� �� 29 年５⽉１⽇時

>$? 24.23=99/409 �E$[)�H31 年度

@�;<A 80%��FçÁX=c���!"5

ÐH29年度の取組の効果はH30.5.1Å>��A

FJ��«B=b�@�C�A%�403�V

る⾒込み）5

5

➔後期３か年計画においては、認定講習の開講講座

を増やすなどの⼿⽴てが必要である。5
5
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5
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◇特別⽀援学校管理職
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許状保有率状況、各
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◇対象者に対し、管理
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不⾃由、病弱、知的障害の領

域）全ての特別⽀援教育領域
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・５つ全ての特別⽀援教育領域
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る県⽴特別⽀援学校教員の
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「前期５か年計画による到達目

���

�

����	
��
�����

�����	
��
����

許状の保有率�
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�,-⽀援学校教諭免許状の保有率向上に


'() 8.年計画�/0 3 か年12� 

215



 

�������	
� ���
�

���

�

H28> H29�

�

70�

�

������	
��
�

���������

�

� � � ����������

�

�

>

学習指導要領改訂の趣旨・内容の周知徹底を図る
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����������� !"�#$%&'()

*+,-./�0�1�23�45�6789 

:;�'()*<$=>

また、特別⽀援学校では、児童⽣徒の障害の重度・

?@4)�#A�67�BCD�EF452�

る。この状況に対応するため、より専門的な知識

や技能を有する外部の専門家と連携・協⼒し、特

-./�0�1G$HIJ KL*<$���

��HIM�,-./�0NOP52Q�R�S

等学校への⽀援を⾏うセンター的役割を果たす

T�UV�WC��0�52XY��ZAX[T

��#A�\] ,-./67 ^_ :;*<
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>

◆新学習指導要領を踏まえた教育課程充実事業>

> `H30〜）>

�ab 29 年４⽉に⼩学部・中学部の新学習指導

要領が告⽰され、⼩学部は平成 32 年度、中学部

cab 33 年度から本格実施、⾼等部は平成 34

年度から年次進⾏での実施が予定されているこ

�de�f2 ghi- ,-./�0�1�

2新学習指導要領の改訂の趣旨を踏まえた研究

jC
*kl5�0mno�6789npqr

*stuvwxy�U研修・研究を⾏う。>

>

zab 29 年度までは、校内研修事業では各学

校が研究テーマを設定し、研修・研究を⾏い、

6789npqr�c�ghi-{��67

課程実施上の課題について研究協議を⾏う

|�52�w=>

>

}~�HIM������&>

�,-./�0��Q�中学校等に理学療法⼠、

⾔語聴覚⼠等の専門的な知識・技能を有する⼈

材を配置・派遣し、⾃⽴活動等の指導の充実を

<$= >

>

◆合理的配慮協⼒員派遣事業>

・合理的配慮協⼒員を配置することにより、本⼈・

保護者等からの合理的配慮に関する要望に適切

に対応することで、円滑な学校運営を推進する。>

���gh) ,-U./*����$����

に対して適切な合理的配慮を;��$w���

�����) ICT�� �����2 ;�

研究等の⽀援を⾏う。>

>

>

>

>
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践交流事業（⼩・中学

0�®¯�1G$~

�HIM ����

�2°ª>

>

�理学療法⼠、⾔語聴

覚⼠、作業療法⼠、

!±²³´�µ�¶

·´) �� ;�>

>

>

>
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て合理的配慮協⼒員
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ª`ICT ./¸ ¹
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※⽂部科学省の⼩中学

部の新学習指導要領

 ½¾r m¿*�
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>

>
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・実践交流事業>

> ��¼º> 17¼>
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>

>

>

>
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外部専門家を合理的

配慮協⼒員（ICT .
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◆合理的配慮協⼒員派遣事業�
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>
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H28¦89.7Õ`130¯> >

>

�,-./�0�1G$~�HIM ��¼º>

H27¦98¼ÖH28¦142¼ÖH29¦131¼> >

>

z,-./�0 ~�HIM ��¼ºc�H29 年

度は×年度と⽐べやや減少しているが、これは、

⾼知若草養護学校に配置している理学療法⼠の

ØÙÚºN 70 Úde 123 Ú�ÛÜ5wT��

よるものであり、⾼知若草養護学校以外の特別⽀

/�0 ��cÛÜ52�$=>

>

ÝQ�R�0 ,-./�­�1G$~�HIM 

活⽤数は、昨年度と同程度の活⽤に留まってい

$=>

>

�Q�R�0�1G$~�HIM`PTÞSTÞOT) >̄

   ��¼º>

H27¦17¼ÖH28¦20¼ÖH29¦17¼> > >

>

➔実践交流事業（特別⽀援学級等サポート事業）の

;��ß)�~�HIM ��N�È$T�*

明記するなど、更なる°ª*<$��NÀ$=>

>

ÅH29 年度から、合理的配慮協⼒員を ICT ./¸

�àlvá��0 8��ÂÃw~�HIM*�

遣するようにしたため、活⽤件数は増加し、合理

��âN:;52È2�$=>

>

�合理的配慮協⼒員の��¼º>

H28¦»0> 84¼> Ö>  H29¦Ä0> 107¼>

                      >    >

z合理的配慮協⼒員（派遣しw~�HIM¯>

> ICT ⽀援員、医師、看護師、作業療法⼠、⾔語聴

覚⼠、視能訓練⼠、⻭科衛⽣⼠>

>

>

>

>
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�+�0 npjC


�ãäw�~�¡¢

�#$nor)*;

施（年間を通して）>
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◇新学習指導要領地⽅

½¾r ;�>

・⽂部科学省教科調査
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を実施（８〜９⽉）>

>

�6789npqr 

;�>

�ghi-{��;�
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◇合理的配慮協⼒員
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性の⾼い⽀援が⾏われるよ

うになり、⾃⽴活動等の授業
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児児童⽣徒に合理的配慮が

適切に提供されている。>
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学習指導要領の改訂の趣旨を踏まえ、特別⽀援学

校の児童⽣徒⼀⼈⼀⼈の実態や進路希望に応じ、
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���������

ャリア教育、進路指導の充実を図り、⾃⽴と社会参

��������

�

� !"#$%�&'()*+,-./0H30〜）�

� 1H2923 !"#$%�&'(456789�

◇進路⽀援推進会議の実施�

) !"#$%�:;(<=>?@������A

業等による情報交換・共有を⾏うなど、連携協⼒

BC�D�	:E�"#��F�GH/I@.

づくりを⾏う。�
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・各学校において、卒業後を⾒通した進路指導�
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・卒業後の⽣活を⾒据え、適切な進路につなげる
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とともに、将来の職業⽣活や社会⾃⽴に必要な

習慣、基礎的な知識や技能を⾝につける。�

�
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) !"#$%q:;(<=>?@�rs��:
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図り、進路保障の充実を図る。�

�
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において理解啓発を⾏い、特別⽀援学校卒業⽣
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去３年間の卒業⽣の

離職率、離職までの

期間、離職理由等に
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○県⽴知的特別⽀援学校3¦�:;(<=>?@	
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んできており、近年、就職率も全国平均を上回る

��«¬wv­®�¯° 28)29 年度も上回る⾒
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校訪問を⾏いながら、計画的に活⽤できるように
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拓が進み、実習先の受け⼊れ先や就労先に広がり
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●進路決定時に職業のマッチングに課題がある場
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➔卒業⽣の就労状況調査やアフターケアにより、離
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も多く、専門的な技術⼒の向上等の⾯で、⽣徒や
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・県⽴学校の⽂化部活動について、専門的な指導

⼒を有した⽀援員を各学校のニーズに応じてO

遣し、⽂化部活動の充実と技術⼒の向上が図ら
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●茶道部、華道部を中⼼に専門的指導者を必要とす

る学校が多いが、⽂化祭などの⾏事の前などに集

中する傾向があり、年間を通した指導に事業が⽣

かせていないと⾒られる。H
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30 年度に設⽴される⾼知県実⾏委員会�jk�

⾏委員会、部門⽣徒実⾏委員会に引き継がれ、⼤

w�¤¶ÓÔ+ä� $4H
H
H

H

H

H

[�ða�|8�6@

�ËÌH

\¯�H

\¯�FÕ�wH

\¯�H

\���H xH

H

H

◇⽣徒実⾏委員会の業

務の周知と⾏事の計
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・１年⽣での中途退学者が多い状況を改善するた
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◆主権者として求められる資質・能⼒を育む教育
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○⼊学時の早い段階で集団活動を⾏うため、⾼校⽣

活を共にする仲間としての意識が芽⽣え、また、
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●宿泊合宿を⾏う際に、複数校の⽇程が重なること
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-各学校からの意⾒も踏まえ、実施計画や実施⽅法
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➔指定校において、実践研究を引き続き⾏うととも
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⽣徒の居住地校交流事業�
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◇居住地校交流の効果
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＜交流及び共同学習と居住地校交流＞�

交流及び共同学習とは、障害のあるなしに
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で学ぶ機会として⾏われるもの。その形態
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lmi 28 年度から、⼩学部１年⽣については、原
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・居住地校交流の実施状況�

�1v	�3YrZ���w^�

� � H27x35YyH28x77YyH29x89Y�
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�⼩学部の実施率�

� � H27x20.9zyH28x37.6zyH29x41.7z�

�⼩学部１年の実施率�
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➔有識者の意⾒をいただく場において、家庭教育⽀
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加し、家庭の教育⼒が向上し
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習慣の確⽴に向けて取り組
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基本的⽣活習慣が確⽴され
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�

⾼等学校等就学⽀援⾦事業�

⾼校⽣等奨学給付⾦事業�

⾼知県⾼等学校等奨学⾦事業�

�

� �����	


�

�

�

�

公⽴⾼等学校に就学する⽣徒の保護者等の教育に

������	
��
�����������

じて、授業料相当額の⽀給や低所得世帯への授業

料以外の⽀援のための定額⽀給や奨学⾦の貸与な

������������ !"#
$�%�

�

◆⾼等学校等就学⽀援⾦の⽀給�

・⾼等学校等に在籍する⽣徒に対して、授業料に

充てるための⾼等学校等就学⽀援⾦を⽀給（学

校設置者が代理受領）することにより、教育費

��	��
$�%�

�

&'()*+�,�-.*./
01�2+34

学⽀援⾦の⽀給期間経過後も 2 年間学び直し

⽀援⾦が⽀給される。�

�

・就学⽀援⾦が受けられない⽣徒でも、家計が急

変した場合には、次年度、⽀援⾦の受給資格を

審査するまでの間、授業料を免除する。�

�

・国の就学⽀援⾦の対象とならない既卒者や留年

0���5���6758�9�:;<=�4

学⽀援⾦を⽀給する。�

�

◆⾼校⽣等奨学給付⾦の⽀給�

&>3�?@8�AB0#9CD+3��
EF

られるよう、授業料以外の教育費負担を軽減す

����AB0#9G�HIJ��
2K�L

援を⾏う。�

�

◆⾼知県⾼等学校等奨学⾦の貸与�

・経済的な理由で⾼等学校等への進学・修学を断

念することがないよう、⾼知県内に保護者が居

M+����NO9PQRST�01�A#*

校等奨学⾦を貸与している（卒業後６ヵ⽉後か

U�VWXY%�

�

&Z[ 24 年度以降の貸与対象者について 150\

]
^_�NO9�U`�ab�c�WX
d

予することができる所得連動型猶予制度を導⼊

+3G�%�

�

�

�

�

�  �

◇就学⽀援⾦の要件を

e�
fghi�L

j�

&H28 年度⽀給者：�

11,829k�

 � � � � (87.0%)�

�

�

�

�

�

�

�

�

◇奨学給付⾦の要件を

e�
fghi�L

j�

&H28 年度⽀給者：�

2,678k�

 � � � � (19.7%)�

�
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�rst年度新規貸与
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xrsyz{z{| }~Y�

�

�

�

�
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�

&H29 年度⽀給者：�

11,852k�

 � � � � (86.2%)�

xr{�zszst }~Y�

◇制度の周知�

&HPi���

&*Bi�������

&2K�01>p�E
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�

�

�

&H29 年度⽀給者：�

2,735k�

 � � � � (19.9%)�
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◇制度の周知�
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&Ej��98��9
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◇制度の周知�

・⾼等学校等奨学⾦事
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�

多⼦世帯保育料軽減事業�

�

� ���
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�

�

�

�

◆多⼦世帯への保育料軽減⼜は無料化の助成�

&®�¯
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µ®�������	���
$����¶·

以上の⼦どもがいる家庭に対し、第３⼦以降３

歳未満児の保育料軽減⼜は無料化を実施する市

町村への助成を⾏う。�
�

�

�

�

�
�

◇第３⼦以降３歳未満

児の保育料軽減（無

料化）�

&H28 年度交付決定：�

30¸¹º 1,281k�

�
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度において、同時

O�Vm�¾¿
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&H29 年度交付決定：�

30¸¹º 992k�
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度において、同時
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�
�学校等就学⽀援⾦の⽀給�

�
�������⾦の⽀給�

�
����奨学⾦の貸与�
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●制度について、対象者への周知徹底を更に図る必

V98�%�

�

➔学校・市町村との緊密な連携を図り、制度の周知
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�

lVm
e�
fgh

i�Lj�
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◇制度の周知�

&HPi���

&*Bi�������

&2K�01>p�E

給の意思確認を⾏う�
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◇制度の周知�
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◇制度の周知�
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・事務研修会での制度
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◆対象者全員に制度が周知さ
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G�%�
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○⾼知市を除く市町村において、多⼦世帯の保育料

の軽減（無料化）への助成を⾏い、経済的負担の

���Â�9Ã3G�%�

�

●多⼦世帯の保育料の無料化は、⼦どもを産み育て

¬
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➔国への要望活動を引き続き⾏うとともに、多⼦世

帯への保育料軽減（無料化）を継続する。�

�
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◇多⼦世帯への保育料

軽減⼜は無料化への
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保育料の負担軽減が⾏われ
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�����への保育料軽減（無料化）の助成 

�
���等就学⽀援⾦の⽀給 

�
��等奨学給付⾦の⽀給 

�
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若者の学びなおしと⾃⽴
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�

中学校卒業時及び⾼等学校中途退学時の進路未定

者や、ニートや引きこもり傾向にある若者などに

対し、若者サポートステーションを中核とした就

学・就労⽀援を⾏うことで、若者の学び直しと社

会的⾃⽴を促進する。�

�

◆若者サポートステーションにおける就学・就労

���

・若者サポートステーションにおいて、利⽤登録

者への⼼理⾯談や、各種セミナー・職場体験な

どの就労⽀援のほか、復学・進学、⾼卒認定試
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・若者⽀援に関係する機関との連携強化を図るた

������������

�

��� !"#$���

・若者サポートステーションにおいて、地理的・

経済的な状況や引きこもり・不登校などにより

⽀援につながっていない若者への出張相談・家

庭訪問などを⾏う。�

�

�
%&�'��()���

・若者サポートステーション⽀援員が、定時制課
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情報交換などを⾏う。�
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◆若者⽀援関係者の資質向上�

・若者のソーシャル・スキル・トレーニング・プ

ログラムである「若者はばたけプログラム」の

@AB修会を開催し、若者⽀援関係者の資質向
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◇若者サポートステー
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・こうち及び⾼知⿊潮
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設化、⼈員・⾞両の配置増など)8�i�N���

⺠⽣・児童委員総会や私⽴学校を個別に訪問し、

若者サポートステーションの周知や連携の依頼

をすることにより、新規登録者数、進路決定者数

& N|g¡¢N£���

�

・若者サポートステーションの新規登録者数・�

� 累積進路決定率�
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●⽀援体制を強化した若者サポートステーション
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況にある若者を若者サポートステーションにつ

�«�¬­Y£���
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-市町村教委への中学校進路未定卒業⽣の⽀援誘

導依頼、県⽴・私⽴⾼校への訪問説明、中学校⽣

徒指導主事会、指導事務担当者会、⺠⽣・児童委

員総会等で事業の具体説明を⾏い広く事業の周

知を徹底し、多⽅⾯からの若者サポートステーシ
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られる体制をつくる必要がある。また、多様な若

者に対し効果的⽀援を⾏えるよう��TUm5
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-若者サポートステーション職員の定例会での情

報共有（年３回）や勉強会（２ヶ⽉に１回程度）

の開催により⽀援・指導⽅法・記録整理⽅法等に

かかるスキルアップを図る。また、若者はばたけ

プログラム活⽤研修会等の開催により、若者⽀援

5
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●ニートや引きこもりなど多様な若者の特性に応
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し、⾒守り雇⽤主や協⼒雇⽤主、各⽀援事業主等

の情報を共有し、農林業分野やＩＴ分野など対象
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⽴が実現している。�
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切れ目のない⽀援体制が構
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ネット問題啓発資料の活
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険性などについての認識を⾼め、⾃らトラブルを
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,

◆ネットに関する教材（啓発資料）づくり,
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s./
CyKUT の意⾒に基づき、ネット問題の啓発

⽤資料の改善を⾏うことができた。,

,
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-インターネットの適正な利⽤に関するルールづく
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利⽤に関するルールつくりができていますか」と
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,

WPTA OP
��OP

FQ>D!HI�U

V,

,

,

,

,

,

,

,

,

,

�

,

E���� PTAF���	
�

7�K��������l�
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・インターネットの適正な利⽤

に関するルールづくりを⾏
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⽣活習慣の重要性について保護者の理解を促進
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る⼒を育成するために、栄養教諭等を中⼼に児童
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・２事例�
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地区の⺠⽣委員�
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⽉に１回程度�

=>�Q�
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⽉に１回程度�
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5

�������	
��
����������

保護者の不安や悩みに対し、保護者に寄り添った

適切な⽀援が⾏われるようにするため、管理職の

������������������	� �

!�"
#�$%&
'()*+,�-./0

(123��45

5

6789:8;�<=>H28?5

・策定に向けた協議を⾏う。5

・保育所・幼稚園等で「⾃⼰課題発⾒シート」の

試⾏を⾏う。5

5

6789:8;�@A�BC�23>D29〜）5

�789:8;EFG1HI��45

・県教育センターにおける管理職研修等におい


�@A�BC1J�45

��������	
K"���%&L9M8N

ーによる指導・⽀援を⾏う。5

�789:8;�BCOP1QR��45

5

6STU�VW�XY
Z[+%&5

��VW�\]^1_`�ab��45

・各園において適切な評価が実施できるよう、

PDCA c8de
f/0�VW�XY
Z[+

⽀援を⾏う。5

5

◆管理職ステージ研修の実施5

��������1gh"��ij�klm�"


�no�`p)qrsUt�ijuvw�x

⼒を⾝に付けさせるための研修を⾏う。5

5

・主任・教頭等研修ステージⅠ〜Ⅲ、所⻑・園⻑

研修ステージⅠ〜Ⅲは各ステージを修了した管

理職が受講を積み重ねる研修5

yz�{|}D27 年度から開始5

yz�{~}D28 年度から開始5

yz�{�}D29 年度から開始5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

�789:8;<=


Z[+��5
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G}3�5

�������w�Z

���G}4�5

5
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�384��5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

◇所⻑・園⻑研修5

�yz�{|}40�5

�yz�{~}79�5

受講率：約 39�5

�

�yz�{~}D28 年

度から始まった研修

で、昨年度ステージ

Ⅰを修了した管理職

���5

5

��l�������

��	��5

�yz�{|}53�5

�yz�{~}93�5

受講率：約 47�5

�

5

5

5

�789:8;EFG

�XY5

�5G�}493�5

5

�789:8;1BC

"+����%&5

>#�$%&?5

�62� 802n5

5 >H30.2��?5

5
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�全園対象、年 2�5

5

5

5

5

5

5
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5

5

5

5

5

5

5

5

5 5

5
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�yz�{~}38��

�yz�{�}57��

受講率：約 53��

5

5

5

5

5

5

5
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�yz�{~}37��

�yz�{�}54�5

受講率：約 55�5
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・園評価の概論について
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5
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を⾏う必要性について保育者の理解が深まった。
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�0µ¶�Á�45

5

・ガイドラインを保育の⾒直し・改善に活⽤した園

�­¢>H29.8�ÂÃ?5

5 5

5

5

5

5
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5
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5
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�[�ÌÍV

W
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意識が低く、管理職研修等±EF1⾏

Ð
Ë����評価内容や実施⽅法等について理
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5

����
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5

��VW
Ö��L;���×Ø5

5

5

5

5

5

5

5

5

Ä#�$%&�')1Ù*�VW�XY�U�¨
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¸ä` 29 年度の研修参加率は、所⻑・園⻑が約
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5 5 ⾃⼰課題発⾒シートの職

員会での活⽤率：80%ó�5

5
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ートの職員会での活⽤率：5
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な回答を⾏った園の割合5
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◆親育ち⽀援地域別交流会（H28〜W3
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どもへの関わり⽅について保護者の理解を深める

ために、講話やワークショップを⾏い、保護者の
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・臨時職員の受講状況�
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○研修内容について、受講者の理解度及び活⽤意欲

は⾼く、研修内容の実践率も⾼いことから、効果
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・受講者アンケート結果における理解度及び活⽤

��	���

� � x28 年度：3.6� w� x29 年度：3.6�

�

●臨時職員等は研修機会が少なく、⽇々の記録の取

��H�y	����*�|�	����<% 

�¡�¢�%<��2�#�£���

�

-臨時職員*�����¤���2�
��¥¦	

取り⽅等について、更に研修内容を充実してい

§��
�

�

�

�

�

◇「発達障害等の理解」

�N��0O� 5�

�
���

�¨X��©ª��«¬

\��m>��­®�

S��¯,U�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

e?@AB*	CD2

fg�

�hifg¯,�

e���kl	���

�研修受講率の低い�

� ���°±S1~3ªU�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�²J�³´���µ¶*�

ついての理解が深まり、保育

者の実践的指導⼒が向上し
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引き継ぎシートの必要性について⼀定の理解を

得たものの、保育者の業務の多忙化を理由に作成

	ö-Ü�÷ø��Ð�計画の作成率やシートの
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える県と市町村の教育⾏政が目標や課題を共有

し、⽅向性を合わせた取組みを⾏う。�
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�⾼知県・⾼知市教育⻑連絡会の実施�

・学⼒向上や⽣徒指導上の諸問題など、本県の教
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知市教育委員会が連携・協働して学校⽀援を⾏
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題について情報交換及び協議を⾏う。�
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⻑連絡会の実施�

"][Z#�

"��^_�����

`�abFc
��

�

�

�

�

"d[Z#�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

"2[Z#�

� efg[�Ah:i"�

� 市⻑出席）�

�

105�

�

��������

�

� �������

�

�

������qr9:��������!�s

 �Otui�Fv2wxy	z6,��9:�

{�|}~����;���	��EF��Ot

12I�

�

�wxyFv2�����Z#�

"9:������qr9:��������!
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状況を把握するとともに、学⼒向上に向け、各

学校の指導を⾏う。�
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け、継続的に訪問指導を⾏う。また、県のタテ

持ちエキスパートや学⼒向上総括専門官と連
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財政的な⽀援を⾏う。[

[

◆⾼知県地域教育振興⽀援事業費補助⾦[

�����������\�]6G&�^�)*

+G>?�_`,abcdefgh�ij!�

k��lm !�n[

[

◆市町村の施策マネジメント⼒の向上のための[

op[

�7
�aqr�sVFGtjuv<aw�x�

事業内容への積極的な助⾔・協⼒の実施 [

・進捗管理表の作成による進捗管理の徹底及び計

画⽴案者・事業実施者である市町村による⾃⼰

検証（年 2yh�z$[

�89:
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よう指導・助⾔を⾏う。[
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[
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・進捗管理の徹底、中[

間・年度末⾃⼰検証[
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について検討を⾏い、

要件を⾒直し�
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⑦学校等に対する意⾒や苦情等に適切に対応する
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�事業計画の策定や進捗管理等について、地教連担

当指導主事等から適宜適切な助⾔を⾏うことに
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達成度がＢ以上の事業の割合 [

[ [ H28����:98.9� [

[

➔中間評価の結果が低かった市町村には年度末に

向けてこまめな進捗確認等を⾏う。[
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併せて本事業の在り⽅について検討を⾏う。[
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の趣旨に沿って、「すべての県⺠が、教育について

理解と関⼼を深め、⾼い志を持つ⼦どもたちを育

み、ともに学びあう意識を⾼めるとともに、⼀⼈
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(��)*+,-�./�01(2/�&3!�

⺠の皆様が教育の現状について知り、考えるため
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取組を⾏う。?

@$AB 30 年度は	
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基づく取組の推進により、「志」を持つことの⼤切


���I��JK$.2(LM !県⺠の意識
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R⾼知県教育の⽇「志・とさ学びの⽇」推進県⺠
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�STUXHYZl⼩中学校⻑会⻑!⾼等学校⻑

協会⻑、市町村教育⻑連合会⻑? <�?

?

R��mZn�op?

�qrgs<�tu !��$b_+mZn<�?

op !vw`&x�yz�{|}w�g/�

⺠に~�_+��`$������$.2(�

�+4'5*�_+Q�&!9:;<$�2(

`!�����mZn�gh�<$��}��

��� (`��I�������$.2(�

�+�U�_+Q?

?

Rメイン⾏事・関連⾏事<���?

�県主催のメイン⾏事及び市町村と県の連携⾏事

��� !�&�や市町村、学校などが⾏う教

育⽂化⾏事を関連⾏事と位置付け+I�$i
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��� 150 年を契機に、������q�$t�

 &先⼈たちから時代の先を⾒通した多様な物

の⾒⽅や考え⽅を学�t��� B¡�Mp<
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志を磨き⾃ら主体的に未来を切り拓く⼈材の育
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・他県の⾼校⽣との交流や意⾒交換を⾏う「薩⻑
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町村の教育関係データの公表、市町村との連携⾏
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öAB 29 年度標語・ポスター図案の応募者数・作

品数が前年度と⽐較して増加しており、学校教育

bcÀf�~��LM�ý�$kº�4(2+Q?

?

●関連⾏事の実施件数が昨年度よりやや減少して
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�教育の⽇関連⾏事の実施件数?
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の周知が着実に進んできているが、県⺠全体にお
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するため、県⽴学校、公⽴⼩・中学校の耐震化等

����������� �����!"#
$%

%

&�������'(���%

◇県⽴学校のブロック塀等の改修%

�児童⽣徒や地域住⺠の安全を確保する))*

に、避難路としての安全を確保する+,�-.

/
0�12�34�5
県⽴学校の6789

:;�<=#
$%

%

◇県⽴��>?@�ABCDE;�F.G%

�HI-.JH28.4/
KLMNOEPQRST

などの落下により、避難所機能が果たせなかっ

た体育館が複数あったことから、地域住⺠が安

�UVWX
YZ[\
]^>?@�ABCD

E;�F.G�_`ab$%

%

◇公⽴⼩・中学校の耐震化及び室内安全対策の%

��%

�-.�]
cd�12ef��
�Ug�h�

i
ため、公⽴⼩・中学校の耐震化及び室内安

�'(���#
$%

%

%

%

%

%

%

◇公⽴⾼校・特別⽀援

学校の耐震化終了%

%

◇県⽴学校のブロック
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�jklm 1�%

��nop 9�%

%

◇県⽴学校体育館の非
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耐震化に係る経費に対して補助を⾏う。%
%
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・耐震診断実施率：

88.3±%

% % %

・耐震化率：87.6±�

%

%

%

s���F.G���%

JH30.３⽉末⾒込）%

・耐震診断実施率：

92.5±%

%

・耐震化率% 91.0±%
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○県⽴学校の構造部の耐震化については平成 28 年

度末に完了。%

%

○児童⽣徒や地域住⺠の安全な避難経路が確保さ

\��5
$%

�H29 設計委託業務発注率% 100%%

�H29 ⼯事発注率% 50%%

% JH30.3 ⽉末⾒込）%

%

●県⽴学校体育館の非構造部材等の落下防⽌対策

�_a��m 28 年度から始めたが、全国平均と

⽐較して本県の対策実施率は低いため、市町村等
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◇県⽴学校のブロック
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住⺠の安全Z���\� 


$%

%

・ブロック塀等の改修終了%

JH30 年度）%

%

◆発災時、地域住⺠等が安⼼し
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%

・県⽴学校体育館の非構造部

材等の耐震化終了%
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◆公⽴⼩・中学校の耐震化及び
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・耐震診断実施率 ´92.5±JH30.３⽉末⾒込）%

・耐震化率：91.0±JH30.３⽉末⾒込）%
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➔耐震診断や国の直接補助制度等を活⽤した耐震

化の⽀援を⾏う。また、耐震診断、耐震化につい
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・耐震診断実施率%

% H30 年度末：100±%

%

・耐震化率%

% H30 年度末：100±%
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地の検討や施設整備への取組が⾏われており、設
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南海トラフ地震に備え、児童⽣徒の防災対応⼒の

向上及び学校や教職員の危機管理⼒・防災⼒の向
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・教職員の指導⼒や危機管理⼒・防災⼒を向上さ
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法や先進事例等を周知し、演習等によって実践

⼒の向上を図る。!

!
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・⼤学教授等の専門家を学校に派遣し、避難経路
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・「⾼知県⾼校⽣津波サミット」を開催し、⿊潮宣
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Ú� 26 年度より実施目標数値を設定し、「学校

�
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極的に⾏った。その取組を他校と共有することに
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学校施設の⻑寿命化改修
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（県⽴学校）�
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県⽴学校施については、築 30 年を経過した施設

���� 7 割以上を占めるなど、今後の⽼朽化対
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施設の機能を維持しながら、これまで以上に⻑く
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ながら、建物全体の物理的な不具合を直し、建物
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る⻑寿命化改修⼯事を実施していく。�
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※県⽴学校施設の⻑寿命化の指針である「⾼知県

⽴学校施設⻑寿命化計画」（個別施設計画）を
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学校施設の⻑寿命化改修
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市町村においても、県⽴学校施設同様、施設あた
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軽減と平準化を図りながら、学校施設の⻑寿命化
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◆⻑寿命化計画に基づき、順次

ab�w8FG�����

�

Y調査８棟完了�

Y設計２棟完了�

� �

�

t���.���b�

9�������W

��O9¡n��g

�Q��

Y年1¢�

�

t��F���@��

��`�����'

���9qr�

�

�

�

�

�

�

�

�

P}h������9����

個別施設計画策定が完了
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県⽴⾼等学校再編振興計
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育環境の整備に向けて、「県⽴⾼等学校再編振興計

画」（前期実施計画）に基づき、県⽴⾼等学校の再
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「県⽴⾼等学校再編振興計画」（平成26年度〜平

� 35年度）により、平成31年度から35年度の
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適切な時期に策定する。�
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◆⾼知南中学校・⾼等学校と⾼知⻄⾼等学校の統�
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議会を⽴ち上げ、地域の意⾒を踏まえて、平成

30年度中に計画を策定する。�
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課程等の検討を⾏い決定した。�
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○病弱特別⽀援学校の新校舎の基本設計が終了し、
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Ö× LAN 環境の整備が不可⽋であり、普通教室

g�Ö× LAN���.����H�]��M()

)

・県⽴学校�ÓÔ:Õg�Ö× LAN 整備率 20.0ü)

*H29.3.1ø£b)

)

➔ý�DE.89#�þ�¥����[g��]�

ÄÅ?��à��%�1¥��ÓÔ:Õ�¸á�

êë89�zM��Ö× LAN ���.����

H()

)

)

)

◇資産管理システム�

LMÈ�î	
)

NUSB±>?����)

N
�æ��<�管理)

N����<���)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

◇総務省事業によるÓ

Ô:Õで利⽤可能�

Ö× LAN���)

N整備率 50%��)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

N���:Õg���)

)

�

)

´ÄÅÆ�ÇÈ�É�ÞtM

��ND���ÄÅÆ�ÇÈ

�É?��±�æ����

���Î��?��±�æ�

�¾#O-
������ 

速な復旧、再発防⽌等の対策

�ÌÍ¼½��M()

)

´ÏÐr� ICT .89�zM

LÂÓÔ:Õg�Ö× LAN

ØÙ���!½��M()

) )

・県⽴学校整備率 100%)

)

kX��県⽴学校で校務⽀援システムの運⽤が開

s!½�
��効率化が�¼½�Í���M()

)

・校務⽀援システムの利⽤により、具体的に効率化

��¼½O6�E�*<�7Aæ4589b)

) ) :成績管理)

) ) ②出⽋管理)

) ) ;I�]<Þf)

)

{:d�"z¤=>.��MÂ?�@A��B�

�MC�¥"��DEF�Þ#�Î�ICT�89

.GH��H�]��M()

)

➔C�¥"�EFN�I�L%�:d�E��効率

化や働き⽅に対する意識改⾰につなげていくた

��
��������:d�C�¥".JKr

�EF�zM��.LMtM(�

)

)

)

3����=/�LM

��LM)

N勤務時間管理機能を

NO�LM)

)

)

)

)

)

�

)

)

)

)

)

)

)

)

�

)

◆各県⽴学校において、校務⽀

������¶9!½�¾¿

の情報が安全かつ効率的に

管理されている。また、グル

A4��<�L%¸
µO

の情報共有、情報連携が円滑

に⾏われている。)

)

◆勤務時間管理機能により、教

d�C��D�pqr�E

F!½�P�=Q�����

&Rr�ÊË�ÌÍ¼½�

�M()

)

)

�市町村⽴学校への���� 

�������������� 

��� LAN
���� 

���⽀援システムの運⽤による業務の効率
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育の要である社会教育関係団体への活動⽀援を⾏

うとともに、関係者間の交流を促進し、ネットワ
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◆社会教育関係者間の交流促進*

・社会教育関係団体や関係者が多様な実践事例に
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◇社会教育実践交流会
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(IJ)*
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県⺠の⽣涯学習ニーズに対応するため、⽣涯学習

関係の情報提供や相談業務等を⾏い、県内の⽣涯
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・市町村等が⾏う⽣涯学習講座等を集約し、総合

的な情報提供などを⾏う。
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・県や⺠間団体の実施
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・県⺠市⺠の読書環境・情報環境の充実を図り、
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県⽴図書館と⾼知市⽴市⺠図書館本館との合築
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◇県⺠市⺠の読書環
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・建築主体⼯事進捗率
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○市町村の⽣涯学習講座の情報提供などを⾏う

NPO ��� !����"#$%&��6�7

ページについて、⺠間助成の活⽤等により、より
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●県⺠の様々なニーズに対応し、⺠間も含めた多様
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➔市町村等が⾏う講座のほか、県や様々な⺠間団体
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・県や⺠間団体の実施
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築され、多くの県⺠が⽇常的

に⽣涯学習を⾏っている。
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●什器備品等の購⼊についても、おおむね計画通り

'	ÊY���ÌZÍZ_f�ÎY'�·���

�
�cdXe��





Ï開館までに必要な什器備品等について着実に購

Ð
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ÄÑÒ 30 年 7� 24Ó�f�'CD_f�ÔÕ�_

必要な条例改正を⾏った。また、県市が連携・協

働を図りながら新図書館の運営を⾏えるよう、業

務の整理・分担をし、県市間で連携協約を締結す
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●開館に向け、図書館資料の移転等を期⽇までに抜

かりなく⾏う必要がある。





Ï⾼知市や関係者と連携・協⼒しながら、図書館資

料の移転業務等を計画的かつ着実に進める。
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◆新図書館等複合施設の開館を⾒据えたサービス

�������

・データベースや電⼦書籍など新図書館で⾏うサ

	
��
����������������

���������� �!"#���$%�

�%&'()*+�,)-./�

�

◆県内図書館の利⽤の拡⼤�

・市町村⽴図書館等への協⼒貸出や市町村職員を
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○市町村に助⾔や情報提供等の⽀援を⾏うことで、

市町村⽴図書館の整備・充実につながった。また、
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○チラシの配布に加え、校⻑会への出席や学校訪問

等積極的な広報活動により、新規利⽤団体の開拓
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130�

�

⾼知城保存管理事業�

�

� � � � � � �������

�

�           �

�

⾼知城（重要⽂化財・史跡）の保存修理を実施す

るとともに活⽤に向けた整備を⾏う。また、観光

������	
��
����������

�

◆計画的な⽂化財の保存修理と整備�

・計画的な修理を実施し、修理を担う⼈材を育成

����

��������� !�
"���#�$%&

化を⾏い、外国⼈観光客の満⾜度を⾼める。�

�'() *+�,- ./�01�1�2�

3��

�45'()678 9:;<=> ?@
AB

���

�

C-D������	
�� ���

�EFGHIJ8K���	
��
��	LM

N�EFGO !�
"���

�

�  �

�

◇⽂化財の修理�

・追⼿門東北⽮狭間塀

の修理�

�PQR ���

�

S'() *+�,-

 ./�

・管理剪定の実施�

� � TUVWX�

� � YZ[\]�

� � 梅の段、⻄ノ丸付

]�

�

S'() ?@�

・城内展⽰の更新�

�^_Wi-Fi `a�

�bcdEF efgh

Ji� � � � � �

� j�klmn op�

�

◇重要⽂化財修理資料

 qr�

�

�

�

S-D�����	
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�stuvwxyz 
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�

SEFGHIJ8K�
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�bEFG}~i���

⾏事）の開催�

�

�

�

�

�

�

�

�
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�
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�

�

�

�

�
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�

�

�

�

�

�
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�

S45'()�L'(

財の⼩修理�

�

S���kn����

� .Q�

�

S����� `a

�$%&(
�3��

�

◇駐⾞場トイレの改築

�������

�

S����,-�� 

���

�

◇板垣退助像北側斜⾯

 ��������

 ���

�

S�� 21 ����


受けた梅の段北側⽯

垣の復旧�

�

�

�

�

�

S-D������	


klmn op�

�bcdEF efgh

Jij�klmn 

op�3/24〜26��

�stuvwxyz �

� {|�

�

�

�

�����⽂化財の保存修理と整備�
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H30� H31� �

�

○⾼知城天守、懐徳館等への⼊館者数は、昨年度同

� 
s1¡¢£¤¥¦���

�

�H30.1§f|K¨©ª260,439«�

（昨年度同⽉⽐：30,320«¬L113.2­��

� H30.1§fP�®�E¯°|K¨©ª34,253«�

（昨年度同⽉⽐：1,415«¬L104.3­��

�

±²= 24 年度から継続して実施してきた追⼿門東

北⽮狭間塀の改修が完了した。�

�

±G³´�;<^_��µ .QL$%&( ¶

·L^_Wi-Fi `a���¸2Ld³_·¹E

知城を訪れる⽅々の利便性及び快適性を向上さ

º�»�¼�1
�» ½¾
?·	¥z¿Àn

ÁÂm�ÃÄÅ�nÆÇ ��È
É@����

�

±stuvwxyz {|
-D�����	¥

円滑に実施できた。�

�
� �

ÊbcdEF efghJi ËÌÍÎ�	¥ÏÍ
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◇指定管理者によるイ�

� lmn op�
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◆⾼知公園の適正な管理と整

a�ÝB���#�LEFG

HIJ8K����	
�

�
����»����¸

2Læ³_ -Du��EF

城の⽂化財的価値を理解し

¥#¹¦L$¡ �ç¼èé

¥¦���

�

・⾼知城天守、懐徳館等への年

ê|K¨©ª27ë«�

（うち⼩・中・⾼校⽣の年間⼊

K¨©ª4ë«��
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�
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⽂化財管理調査事業�

�

� � � � � � ��	
���

�

� � � � � � � � � � � �

�

�������	
��
����

・⽂化財の適切な保存・活⽤のため、国・県指定

�	
���������������� !

"#�$%&'��(�

�

��	
�)%*+,-�./�
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�)�$01234�	
�)5670

%�8�9:;<%����=>��(�

�?@ABCDEFGDEHD�IJDKDL/

MN%&'��(�

�

◆指定⽂化財の修理事業�

・国・県指定の⽂化財の保存修理を計画的に実施�

��(�

�O/ PQ 年度から R ヵ年で県保護有形⽂化財旧

岡家住宅（⻄の岡）の修理を実施する。�

�

◆⾒直し調査の実施�

�?@ABCDEFGDEHD�IJDKDL/

講座修了⽣による、研修を兼ねた調査等を⾏う。�

�O/ RS 年度から R ヶ年で室⼾市吉良川町重伝

建保存地区の⾒直し調査、平成 PQ 年度以降順

次予定される重要⽂化的景観の⾒直し調査を実

'��(�

�

��	
�TU��VW�&'��	
����

��	
�)56X�Y�TU���	
VW%

&'��(�

�

�

�

� � �

�������	
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����� RZZ [�

����� RZQ [�

�
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�

修理などに対する補��

����� ZS [�

����� Z\ [�

�

�

]�	

�����

<X�

�^_`abZc�

�

]234*d`X�

�^_`aPQc�

�

�

]?@ABCDEFG

DEHD�IJDK

DL/MN�

�eM`fgRhij�

klmn�PZ c�

komn�ZR c�

・修了⽣（第 Rhij�

klmn�RR c�

komn Q�p c�

�補講修了者（第 � ���

klmn Q�S c�

komn Q�P c�

�

�

◇室⼾市吉良川町重伝

建保存地区の⾒直し

VW�

�?@�qrsXtu

⼾市から受託して調

W%&'fvwxD

�9yABCDEF

GDEHD�IJD

ター養成講座修了⽣

RQ ctVWj�

�

�

◇⽩髪⼭⼋反奈路根下

tz{|}~i�%

県天然記念物に指定�

�

◇奥⼯⽯⼭（⻯王⼭）

���������

露頭部を県天然記念

����Y+1�	


�)56X���

��

�

◇⼟佐へんろ道⻘龍寺

�t�������

�

◇織⽥⻭科医院の主

�1�������

良布神社神庫の３件

t������	
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�

�

����� RZP [�
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�

����� R� [�
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�
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�

]234*d`X�

�^_`a�Pc�

�

�

�

�eM`fgPhij�

klmn�PQ c�

komn� Z\ c�

・修了⽣（第 Phij�

klmn�RP c�

komn� Z� c�

�補講修了者（第 �������

klmn� � \ c�

komn� � � c�

�

�

�

�

�

�?@ABCDEFG�

� DEHD�IJDK�

� ー養成講座修了⽣が

VW�

※本年度で終了�

�

�

�

�

]�	
�)56X�

Y���VW�

�

◇奥⼯⽯⼭（⻯王⼭）

���������

露頭部を県天然記念
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�

]���� �¡¢£

¤f¥¦§ ¨©j1

碁⽯茶の製造技術が

ª«�¬/��­®

を講ずべき無形の⺠
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�
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○毎年 P〜�[������	
q¾�t��¿À

yÁ�(�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�ヘリテージマネージャーを中⼼に毎年数件の登

録を⾏うよう働きかける。�

�

○⽂化財の巡視及びその修理等に必要な補助を実

����	
�
���������� !"#

$%�

�

&�	

�����'()*+,-./0(�

ついて例年を上回る参加者数により開催し、地域

��	

��.12345������ !

"#$%�

�

ÂÃÄ�Å#ÆÇÈÉ�Å¿ÊË%eÌ:Í��

建造物の復旧にかかる報道等もあり、年々関⼼度

が⾼まってきている。修了者数は、未修了⽣の補

講による修了も含め、Rヵ年で当初の目標（P年

間でＨＭ課程修了者 �Q cj%Î/9y¥z1T

UÏ��/Ð%�ÑyÁ�(�

�

・各課程の修了⽣数�

kRÒfg Zhij�

klmn RÒc�

kÓmn ZQc�

kRSfg Rhij�

klmn RÒc�

� ko mn Qbc�

kRbfg PhijÔ��

klmn RPc�

� ko mn Z�c�

�

➔未履修者は未履修講座のビデオ視聴とレポート

提出で補講を⾏うことにより、修了とする。�

�

ÂO/RS年度から Rヶ年計画で計画されている室

⼾市吉良川町重伝建保存地区の⾒直し調査や平

/ PQ 年度以降順次予定される重要⽂化的景観

（四万⼗川流域の⽂化的景観、久礼の港と漁村の

景観）の重要構成要素になっている集落の⾒直し

VW�Õ��[�«��
�Ö×��kl#ko

%TUÏ��L/��§�t¿À:(�

�

➔津野町の物件特定作業の目途を⽴て、他の町でも

&'��Y+ØÀ�Ì�(ABCDEFGDEH

ー・サポーター修了⽣が主体となって実施予定。�

�

6�	
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;<�&'（年１回

=>j�

�

]O/ PQ 年度から R

ヵ年を掛けて県保護

���	
·Ù´Ú

宅（⻄の岡）の修理
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�
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]O/ PQ 年度から重

Û�	�ÜÝ�ÞÛ
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る集落の特定作業及
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¬â�

�Þ�Ü¿ã P\ 集落
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áy¥z1O/ PQ

年度はまず、津野町
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助や助⾔を⾏うことで適切
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���té�êyÁ

�(�

�

◆旧岡家住宅（⻄の岡）を修理

91Ù¡ë��ì�Ýí��
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�
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年度実施されている。�

�
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aZ[ï年度�
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の修理事業 

�⾒直し調査の実施 
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財発掘調査を円滑に実施し、地域の歴史・⽂化を

知るために必要な埋蔵⽂化財の記録保存を⾏う。�

�

������������

������ !
"#$%&�'()����

を⾏い、出⼟遺物等の整理作業を実施し、遺跡

の内容を記録保存する。発掘調査事業量を正確

に把握するため、試掘確認調査等を⾏うととも

に、発掘調査事業を円滑に⾏うため、関係者と

⼗分な協議を⾏う。�

�

�

�  �

�

◇南国安芸道路�

������

*+,-�

./01 5,700 ��

・整理作業�

2345,-�

67,-�

*+,-�

�

89+:;<=�

������

>?,-�
�

�

8都市計画道路⾼知南

@A�

������

若宮ノ東遺跡�

�

�

�

�

�  �

�

�

������

*+,-�

./01 6,000 ��

・整理作業�

*+,-�
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�
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若宮ノ東遺跡�

./01 2,710 ��

�

8BCDEFGHI�

JK���
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*LM-�

・整理作業�

*LM-�

�

133�

�

埋蔵⽂化財センター管理

���
�

�

� � � � �  �������

�

埋蔵⽂化財に触れることの少ない県⺠の⽅々に対

p)������
qp)rs�tuV��
L

る機会を提供し、県⺠の⽅々に⽂化の振興や地域

への愛着、埋蔵⽂化財センターの認知度を向上さ

v$Ri�wxyVz�{|}
�^_$e�

�

◆埋蔵⽂化財についての理解促進�

�~��������$rsy
�^p����

��Vrs����
*i$��j��z�{

|V;���}������
�$e�v)b

報提供を⼯夫し、県⺠の関⼼を⾼める。�

�

�

�

�

8wxy}y�]�

・「考古資料から⾒た

*L��tu��790
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◇史跡の⾒⽅�

(3/4 �)�

�
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�������ついての理解促進
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報発信と地域の埋蔵⽂化財への理解を深めるこ

��cdRe�

�

●地域の歴史や遺跡について、更に多くの⽅々に興

fVgh
*i)j�K`��klQ$e�

�

➔引き続き発掘調査及び整理作業を円滑に実施し

)(Te�
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�
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の円滑な実施�
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◆埋蔵⽂化財の円滑な発掘調

査が⾏われるとともに、埋蔵

����mnBoPQ)(

$e�

�

�

○昨年度の同時期と⽐較して埋蔵⽂化財センター

�¹º�»�¼½pRe�

�

�H29.12¶·�����ª�«¬¹º�»�

3,249 ⼈（昨年度同⽉⽐：18�¼��

�

�rsy¾Y�»�

H28 年度：249��

�

●埋蔵⽂化財センターへの関⼼や知名度は着実に
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